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WHA GROUP ニュースダイジェストWHA GROUP ニュースダイジェスト

WHA グループは先日、赤十字社ラヨーン県支部と協力して WHA イースタン工業団地（マプタプット）（WHA EIE）
において 40 回目となる献血活動を開催しました。WHA の従業員、入居企業関係者、地方自治体職員、地域住民な
ど195 名の協力を得て合計 8 万 6,450cc の血液が集められました。この活動は血液の供給を守り、輸血を必要とす
る地域住民の命を救うのに役立ちます。

アサンプション大学の1989年度卒業生一行が
WHAイースタン・シーボード工業団地1とイースタン・シーボード工業団地（ラヨーン）を訪問
アサンプション大学の1989年度卒業生一行が
WHAイースタン・シーボード工業団地1とイースタン・シーボード工業団地（ラヨーン）を訪問

海外の航空・宇宙産業の代表団が先日WHAイースタン・シーボード工業団地1（WHA ESIE 1）とイースタン・シーボード工業
団地（ラヨーン）を訪問し、WHAコーポレーション株式会社のシヤパス・チャンタチャイロート法人マーケティング担当取締役
（中央）による歓迎を受けました。一行は航空宇宙分野のサプライヤー企業、オマダ・インターナショナル（タイランド）株式会
社が誇る最先端の施設の総合的な見学などを行いました。同代表団は航空宇宙製造部門の堅固な成長ぶりを視察し、タイ国
内の投資機会を探ることを目的としてタイを訪れました。

メーナム・フォーラムのメンバーが
WHAインダストリアル・ディベロップメント社を訪問
メーナム・フォーラムのメンバーが
WHAインダストリアル・ディベロップメント社を訪問

メーナム・フォーラム・ネットワークの日本人訪問団がEECを訪
れ、WHAコーポレーション株式会社のパッタヤ・ムンコーン法人
マーケティング担当マネージャーによる歓迎を受けました。同グ
ループはWHAイースタン・シーボード工業団地1（WHA ESIE 1）
とイースタン・シーボード工業団地（ラヨーン）の総合的な現地ツ
アーを行い、最先端技術を利用するターゲット産業のために役立
てる準備が整っている世界水準のインフラストラクチャとサービ
スを見学しました。

ティー・ロウ・プライス社の経営幹部が 
WHA ESIE 1とESIE（ラヨーン）を訪問
ティー・ロウ・プライス社の経営幹部が 
WHA ESIE 1とESIE（ラヨーン）を訪問

世界的な投資マネージメント会社であるティー・ロウ・プライス社
のポートフォリオ・マネージャーを務めるジャイ・カパディア氏（左
から2人目）をはじめとする一行がWHAコーポレーション株式会
社の工業団地を訪問し、シヤパス・チャンタチャイロート法人マー
ケティング担当取締役（右から2人目）による歓迎を受けました。こ
の訪問はゴールドマン・サックス（シンガポール）社の招待により
行われたもので、一行はWHAイースタン・シーボード工業団地の
詳細な見学を行い、顧客の投資機会を検討しました。

コンチネンタル社が起工式を開催 
WHAイースタン・シーボード工業団地4で二輪車用タイヤ工場を建設
コンチネンタル社が起工式を開催 
WHAイースタン・シーボード工業団地4で二輪車用タイヤ工場を建設

世界水準のタイヤメーカーであるコンチネンタル・タ
イヤ（タイランド）株式会社は先日、ラヨーン県の
WHAイースタン・シーボード工業団地4（WHA 
ESIE 4）において二輪車用タイヤ工場の起工式を開
催しました。新工場は2019年3月に稼働を開始した
乗用車用タイヤ工場の隣接地に建設され、最新技術
を完備します。2021年に完成する予定で、コンチネ
ンタル社は自動車市場で拡大しつつある顧客需要に
十分に応えることが可能になります。

WHAインダストリアル・ディベロップメント社がCLMVセミナーに参加WHAインダストリアル・ディベロップメント社がCLMVセミナーに参加

アセアン最大規模の業務委託分野の見本市である「SUBCONタ
イランド2019」の一環として開催された「CLMV市場：この市場
に投資して成功する方法」（CLMV Market: How to Invest 
and Succeed in this Market）と題するセミナーで、WHAイン
ダストリアル・ディベロップメント株式会社のウィワット・ジラティ
カーンサクン工業・国際担当最高執行責任者（左から2人目）が
ゲストスピーカーの1人として講演を行いました。ウィワットCOO
はベトナムにおける事業の成長と主な投資トレンドの概要につい
て説明し、この市場で成功を収めるためのベストプラクティスに
ついて語りました。

WHA ユーティリティーズ・アンド・パワー株式会
社（WHAUP）、ガルフ・エナジー・ディベロップメ
ント株式会社（ガルフ）、MITG（タイランド）株式会
社（MITG）の大手エネルギー企業 3 社の業務提携
により設立されたガルフ WHA MT ナチュラルガ
ス・ディストリビューション株式会社（「ガルフ
WHA MT」）は先日、ラヨーンのプルアック・デー
ン地区にある WHA イースタン・シーボード工業
団地 4（WHANGD 4）で天然ガス配送サービスを
開始しました。この新規プロジェクトは年間 200
万MMBTUの天然ガスを配送する能力を持ち、東
部経済回廊（EEC）にあるWHAグループの工業団
地における各業界のエネルギー需要に継続的に対
応します。最初のプロジェクトは昨年後半に WHA
イースタン・シーボード工業団地 2（WHANGD 
2）で開始されました。
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WHAUPが脱塩水の販売でGPSCと契約締結WHAUPが脱塩水の販売でGPSCと契約締結

WHAユーティリティーズ・アンド・パワー株式会社（WHAUP）のウィ
サート・チュンワタナ最高経営責任者（中央右側）、グローバル・パワー・
シナジー株式会社（GPSC）のチャワリット・ティッパワニット最高経営
責任者兼社長（中央左側）とソムキアット・マスンタスウン事業開発・
企業戦略担当執行副社長は先日15 年間にわたってGPSCに脱塩水を
販売する契約を締結しました。GPSC の当初の発注は年間 150 万㎥と
なります。商業サービスの提供は2019 年10月に開始されます。

WHAUPがPTTに祝意を表明
インテリジェント・オペレーションセンターの起工式で
WHAUPがPTTに祝意を表明
インテリジェント・オペレーションセンターの起工式で

WHAユーティリティーズ・アンド・パワー株式会社のウィサート・チュ
ンワタナ最高経営責任者（中央右側）は先日ワラノン・ラオスワン公
共インフラサービス・プロジェクト開発担当取締役と共にラヨーン県ワ
ンチャン・バレー・プロジェクトのEECi でインテリジェント・オペレー
ションセンターの起工式に出席し、PTT 株式会社のウィッタワット・
スワスティ・チュート最高技術・エンジニアリング責任者（中央左側）
に祝意を伝達しました。

WHAUPがガルフ - MITGと提携して
WHAイースタン・シーボード工業団地4（WHANGD 4）で天然ガス配送を正式に開始
WHAUPがガルフ - MITGと提携して
WHAイースタン・シーボード工業団地4（WHANGD 4）で天然ガス配送を正式に開始
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WHAグループが40回目の献血活動を開催 
ラヨーン赤十字社と共同で　
WHAグループが40回目の献血活動を開催 
ラヨーン赤十字社と共同で　

WHA コーポレーション株式会社のシヤパス・チャンタチャイロート法人マーケティング担当取締役（3 列目中央）と WHA
インダストリアル・ディベロップメント株式会社のスンヤ・バオプーントーン総務部長（3列目、左から4人目）は先日、ラヨー
ン県にあるバン・ノン・ライ学校に新たに設置された防鳥ネットの贈呈式に出席しました。このプロジェクトは WHA グルー
プと WHA インベスターズ・クラブおよび慈善ゴルフイベントの寛大な寄付者から寄せられた基金により実現したもので、生
徒のために安全で清潔な教室環境を創ることを目的としています。

WHAグループが安全で清潔な教室を提供
ラヨーンのバン・ノン・ライ学校に
WHAグループが安全で清潔な教室を提供
ラヨーンのバン・ノン・ライ学校に
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　油圧配管部品、パワーステアリング用配管部品、パワーステアリングおよび
エンジン用無酸化銅ロー付け部品、シートベルトリトラクタ装置用配管部品を
製造するヤマセイ・タイ株式会社は先日、チョンブリにある WHA イースタン・
シーボード工業団地 2 の土地購入契約を締結しました。この工業用地には高性
能の製造施設が建設される予定です。これにより、イースタン・シーボード工
業団地（ラヨーン）に工場を持つ同社の事業運営が一段と強化されると共に、
生産能力の増強によってこの地域の顧客への製品供給の拡大が可能になります。

日本のバイオテクノロジー新興企業、スパイバー社は
WHA インダストリアル・ディベロップメント株式会社
が開発したイースタン・シーボード工業団地（ラヨーン）
に工場の起工式を開催しました。このプラントはスパイ
バー社にとって初めての海外設備で、微生物の発酵プ
ロセスによって生産される構造タンパク質「ブリュード・
プロテイン」を量産します。 生産したタンパク質は、ス
パイバー本社に輸送され、衣料や自動車部品など幅広
い産業用途に応じた素材に加工されます。 

カスタマーニュース

日本のスパイバー社がWHAの工業団地を選択
タイで初めての工場の建設地として
日本のスパイバー社がWHAの工業団地を選択
タイで初めての工場の建設地として

ヤマセイ・タイ社がWHAイースタン・シーボード
工業団地2の土地購入契約を締結

ヤマセイ・タイ社がWHAイースタン・シーボード
工業団地2の土地購入契約を締結
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ナッタパット・タンブーンエク氏が
WHAUPの新CFOに着任
ナッタパット・タンブーンエク氏が
WHAUPの新CFOに着任

WHA ユーティリティーズ・アンド・パワー社はベテラン・ビジネスマンであるナッ
タパット・タンブーンエク氏を新しい CFOとして迎えました。ナッタパット氏は資本
市場分野での広範な経験に加え、エネルギー部門の専門家でもあります。同氏は
着任と同時に WHAUP の公共インフラサービス事業とエネルギー事業の双方を推
進していきます。
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間
に
わ
た
っ
て
供
給
す
る
契
約
を
締
結
し
ま

し
た
。
ウ
ィ
サ
ー
ト
・
チ
ュ
ン
ワ
タ
ナ
最
高
経
営
責

任
者
（
C
E
O
）
は
同
社
の
事
業
が
今
年
大
幅
な
成

長
を
遂
げ
、
水
の
販
売
量
と
廃
水
処
理
量
に
つ
い
て

は
1
億
2,
0
0
0
万
㎥
の
目
標
を
達
成
で
き
る
と
述

べ
、
自
信
の
ほ
ど
を
示
し
ま
し
た
。
ま
た
、
同

C
E
O
は
ベ
ト
ナ
ム
で
の
水
道
事
業
が
2
0
1
9
年

第
3
四
半
期
か
ら
徐
々
に
稼
働
開
始
す
る
と
述
べ
ま

し
た
。

　

W
H
A
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
ー
ズ
・
ア
ン
ド
・
パ
ワ
ー

株
式
会
社
（
W
H
A
U
P
）
の
ウ
ィ
サ
ー
ト
・
チ
ュ

ン
ワ
タ
ナ
最
高
経
営
責
任
者
は
2
0
1
9
年
の
公
共

イ
ン
フ
ラ
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
見
通
し
に
つ
い
て
、
水

の
目
標
販
売
量
を
前
年
の
1
億
5
0
0
万
㎥
か
ら

10
％
増
の
1
億
2,
0
0
0
万
㎥
と
す
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
W
H
A
の
工
業
団
地
に
お

け
る
既
存
顧
客
と
新
規
顧
客
両
方
か
ら
の
水
の
需
要

が
継
続
的
に
増
加
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

ザ
イ
ン
で
、
一
貫
性
と
豊
か
さ
を
表
し

て
い
ま
す
。
三
角
形
の
パ
タ
ー
ン
か
ら

成
る
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
よ
う
な
細
長
い

ジ
オ
デ
シ
ッ
ク
ド
ー
ム
が
上
に
向
か
っ

て
伸
び
て
お
り
、
山
の
頂
上
を
目
指
し

て
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
駆
け
上
っ
て
い
る
か

の
よ
う
に
見
え
ま
す
。

　

W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
・
デ
ィ

ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
株
式
会
社
の
デ
ビ
ッ

ド
・
ナ
ー
ド
ン
工
業
・
国
際
担
当
グ
ル
ー

プ
・
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
は
次
の
よ
う
に

説
明
し
て
い
ま
す
。「
バ
ン
ナ
ー
の
最
も

新
し
い
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
で
あ
る
W
H
A

タ
ワ
ー
は
仕
事
と
生
活
に
関
す
る
解
決

策
を
提
供
し
ま
す
。
受
賞
歴
を
持
つ
パ

ル
マ
ー
＆
タ
ー
ナ
ー
（
タ
イ
ラ
ン
ド
）

社
に
よ
る
設
計
に
は
全
入
居
者
の
生
産

性
を
高
め
る
仕
様
が
盛
り
込
ま
れ
て
お

り
、
最
先
端
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
完
備

し
た
ビ
ル
と
な
り
ま
す
。
空
港
に
近
く
、

E
E
C
の
玄
関
口
で
も
あ
る
バ
ン
ナ
ー

に
位
置
す
る
こ
の
象
徴
的
な
ビ
ル
で
は

入
居
企
業
の
従
業
員
が
仕
事
と
生
活
の

バ
ラ
ン
ス
を
う
ま
く
取
っ
て
維
持
で
き

ま
す
。」  

　

J
L
L
の
ス
ピ
ン
・
メ
チ
ュ
チ
ェ
ッ

プ
常
務
取
締
役
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て

い
ま
す
。「
バ
ン
ナ
ー
地
区
は
多
種
多
様

な
業
種
の
企
業
を
引
き
付
け
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
企
業
の
多
く
は
東
部
臨
海
地

域
と
バ
ン
コ
ク
中
心
部
の
両
方
に
簡
単

に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
場
所
に
オ
フ
ィ
ス

を
置
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
ト
レ

ン
ド
は
東
部
経
済
回
廊
の
開
発
に
よ
っ

て
一
段
と
強
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、
バ

ン
コ
ク
郊
外
に
あ
り
、
イ
ン
フ
ラ
と
付

属
施
設
が
整
っ
て
い
て
賃
料
が
比
較
的

手
頃
な
オ
フ
ィ
ス
を
探
し
て
い
る
企
業

か
ら
の
需
要
も
増
え
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
企
業
の
多
く
は
バ
ン
コ
ク
中
心
部

の
外
側
に
バ
ッ
ク
オ
フ
ィ
ス
を
置
こ
う

と
考
え
て
い
る
大
手
企
業
で
す
。」

　

ス
ピ
ン
取
締
役
は
次
の
よ
う
に
付
け

加
え
て
い
ま
す
。「
し
か
し
、
バ
ン
ナ
ー

地
区
で
は
既
存
の
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
の
ほ

と
ん
ど
が
築
25
年
以
上
で
、
品
質
面
で

競
争
力
を
失
っ
て
お
り
、
質
の
高
い
オ

フ
ィ
ス
ス
ペ
ー
ス
の
供
給
不
足
に
陥
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
理
由
か
ら
、
弊

社
で
は
W
H
A
タ
ワ
ー
が
多
数
の
事
前

予
約
を
獲
得
し
、
2
0
2
0
年
の
完
成

時
に
は
空
室
率
が
ゼ
ロ
に
な
る
と
見
込

ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、

こ
の
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
す
で
に

国
際
的
な
大
企
業
か
ら
S
M
E
や
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
ま
で
様
々
な
企
業
か
ら

多
数
の
問
い
合
わ
せ
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。」

　

コ
ス
ト
効
率
が
高
く
環
境
に
優
し
い

ア
プ
ロ
ー
チ
が
採
用
さ
れ
た
最
先
端
の

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
完
備
し
た
W
H
A
タ

ワ
ー
は
2
0
2
0
年
中
の
完
成
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

都
市
化
と
産
業
化
の
急
速
な
進
展
に
よ
り
、
膨
大
な

量
の
廃
棄
物
が
生
み
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
あ
る
資
料
に

よ
る
と
、
2
0
1
7
年
に
タ
イ
で
は
合
計
約
2,
7
0
0

万
ト
ン
、
1
日
あ
た
り
に
換
算
す
る
と
7
万
4,
9
9
8

ト
ン
の
固
形
廃
棄
物
が
生
じ
ま
し
た
。
こ
れ
は
1
人
あ

た
り
1
日
に
1
・
13
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
廃
棄
物
を
生
み
出

し
た
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

　

タ
イ
で
は
年
間
3,
3
0
0
万
ト
ン
の
産
業
廃
棄
物
が

処
理
さ
れ
ま
す
が
そ
の
う
ち
3,
1
0
0
万
ト
ン
は
無
害

で
、
2
0
0
万
ト
ン
は
有
害
で
す
。
タ
イ
開
発
研
究
所

（
T
D
R
I
）
に
よ
る
と
大
量
の
有
害
な
産
業
廃
棄
物
が

不
法
投
棄
活
動
や
廃
棄
物
処
理
業
者
に
よ
っ
て
不
適
切

な
方
法
で
廃
棄
さ
れ
処
理
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と

は
過
去
1
年
間
に
ラ
ヨ
ー
ン
、
サ
ム
ッ
ト
プ
ラ
カ
ー
ン
、

廃
棄
物
管
理
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
54
号
：
2
0
1
9
年
6
月
19
日
水
曜
日

ジャリーポーン・ジャルコーンサクン
会長兼グループCEO

WHAコーポレーション株式会社

チ
ョ
ン
ブ
リ
の
各
県
で
免
許
を
取
得
し
て
い
な
い
企
業

に
よ
る
不
法
投
棄
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
公
害
管
理
局
（
P
C
D
）
の
報
告
書
の
内
容

と
一
致
し
て
い
ま
す
。

　

廃
棄
物
管
理
の
問
題
に
対
処
す
る
た
め
に
は
体
系
的

な
手
法
が
必
要
で
す
。
最
新
の
技
術
を
利
用
す
る
処
理

サ
ー
ビ
ス
業
者
の
数
を
増
や
す
必
要
が
あ
る
の
で
す
。

現
在
、
こ
の
よ
う
な
業
者
は
非
常
に
少
な
い
た
め
、
業

界
を
独
占
し
て
料
金
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
傾
向
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
問
題
は
最
新
の
廃
棄
物
管
理
手
法
を
利

用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
対
処
で
き
、
最
も
優
れ
た
技
術

の
1
つ
は
ゴ
ミ
を
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
換
す
る

廃
棄
物
発
電
で
す
。

　

技
術
的
に
最
も
進
ん
だ
国
々
で
は
す
で
に
極
め
て
効

率
の
高
い
廃
棄
物
処
理
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
て
い
ま

す
。
欧
州
で
は
多
数
の
国
が
固
形
廃
棄
物
の
処
理
に
関

す
る
法
律
を
施
行
し
、
有
害
物
を
生
じ
さ
せ
た
者
が
自

費
で
廃
棄
物
処
理
の
責
任
を
負
う
こ
と
を
義
務
付
け
て

い
ま
す
。
例
え
ば
、
ド
イ
ツ
は
廃
棄
物
処
理
が
高
度
に

組
織
化
さ
れ
た
国
で
す
が
、
民
間
部
門
に
対
し
て
こ
の

問
題
へ
の
投
資
を
奨
励
し
て
い
ま
す
。
こ
の
方
法
に
よ

り
政
府
に
は
廃
棄
物
処
理
に
関
連
す
る
膨
大
な
電
気
代

の
負
担
が
か
か
り
ま
せ
ん
。 

　

タ
イ
に
お
い
て
は
2
0
1
5
〜
2
0
3
6
年
代
替
エ
ネ

ル
ギ
ー
開
発
計
画
（
A
E
D
P
2
0
1
5
）
お
よ
び

2
0
1
8
〜
2
0
3
7
年
電
力
開
発
計
画
（
P
D
P　

2
0
1
8
）
に
よ
っ
て
廃
棄
物
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
電

力
量
が
そ
れ
ぞ
れ
5
5
0
メ
ガ
ワ
ッ
ト
、
5
2
0
メ
ガ

ワ
ッ
ト
に
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
こ
れ
で
は
不
十

分
で
さ
ら
に
高
い
数
量
目
標
を
定
め
る
必
要
が
あ
る
と

私
は
考
え
て
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
各
自
治
体
の
固
形
廃

棄
物
と
産
業
廃
棄
物
の
増
加
が
国
に
と
っ
て
大
き
な
問

題
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
こ
の
件
に
関
し
て
は
、

増
え
続
け
る
廃
棄
物
を
高
度
な
技
術
を
用
い
て
処
理
で

き
る
廃
棄
物
発
電
所
を
建
設
す
る
こ
と
に
よ
り
東
部
経

済
回
廊
（
E
E
C
）
が
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
に
な
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
相
当
な
量
の
電
力
を
供

給
し
、
E
E
C
に
お
け
る
投
資
拡
大
の
た
め
に
政
府
が

景
気
刺
激
計
画
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
で
高
ま
り
つ
つ

あ
る
産
業
部
門
の
電
力
需
要
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

廃
棄
物
を
電
力
に
変
換
す
る
こ
と
は
、
膨
大
な
量
の

廃
棄
物
の
問
題
に
取
り
組
む
1
つ
の
方
法
に
す
ぎ
ま
せ

ん
。
廃
棄
物
管
理
の
問
題
の
監
視
に
関
わ
る
よ
う
人
々

を
促
す
た
め
に
、
デ
ー
タ
開
示
を
含
む
厳
格
な
管
理
も

必
要
で
す
。
透
明
性
と
効
率
の
改
善
に
よ
り
タ
イ
の
環

境
浄
化
を
進
め
て
持
続
可
能
性
を
高
め
る
こ
と
が
可
能

に
な
り
ま
す
。            　

 （
2
0
1
9
年
6
月
15
日
）
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TOTO (THAILAND) Co.,Ltd.
衛生陶器等の製造販売

WHA GROUPで更なる飛躍を目指す企業
　

Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
（
タ
イ
ラ
ン
ド
）
は
、
ト
イ
レ
・
浴
室

等
の
衛
生
陶
器
販
売
で
日
本
国
内
首
位
の
「
Ｔ
Ｏ
Ｔ

Ｏ
株
式
会
社
」
（
北
九
州
市
）
の
タ
イ
法
人
で
す
。

２
０
０
９
年
１１
月
に
設
立
し
、
今
年
で
ち
ょ
う
ど

１
０
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
タ
イ
で
現
地
生
産
を
始

め
た
の
は
進
出
３
年
後
の
１２
年
の
こ
と
。
約
１０
万
平

方
メ
ー
ト
ル
の
敷
地
に
、
延
床
面
積
約
７
万
平
方
メ

ー
ト
ル
の
第
１
工
場
を
稼
働
さ
せ
ま
し
た
。
今
年
４

月
に
は
同
じ
敷
地
内
に
第
２
工
場
を
建
設
。
両
工
場

と
も
に
衛
生
陶
器
の
生
産
を
行
っ
て
お
り
、
完
成
品

の
う
ち
約
２
割
は
タ
イ
国
内
市
場
向
け
、
残
る
８
割

を
日
本
や
米
国
、
ア
ジ
ア
な
ど
に
輸
出
し
て
い
ま

す
。

　

ト
イ
レ
を
中
心
に
衛
生
陶
器
需
要
は
世
界
各
地
で

高
ま
っ
て
お
り
、
来
年
４
月
に
も
第
３
工
場
が
稼
働

す
る
見
通
し
で
す
。
第
１
・
２
工
場
の
敷
地
か
ら
す

ぐ
近
く
の
場
所
に
、
約
５
平
方
メ
ー
ト
ル
の
建
設
用

地
を
新
た
に
確
保
。
こ
こ
に
延
床
面
積
約
３
・
５
平

方
メ
ー
ト
ル
の
新
工
場
を
建
設
し
ま
す
。
第
３
工
場

で
は
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
の
看
板
商
品
で
あ
り
登
録
商
標
で
も

あ
る
温
水
洗
浄
便
座
「
ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ
ト
」
を
生
産

し
て
い
く
計
画
で
す
。
完
成
品
に
つ
い
て
は
当
初
は

全
量
を
日
本
な
ど
に
向
け
て
輸
出
し
ま
す
が
、
市
場

の
動
向
を
見
据
え
な
が
ら
順
に
タ
イ
今
後
に
も
供
給

し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

タ
イ
を
は
じ
め
東
南
ア
ジ
ア
一
円
で
衛
生
陶
器
需

要
が
拡
大
し
て
い
る
背
景
に
、
衛
生
面
に
向
け
る
関

心
の
広
が
り
が
あ
り
ま
す
。

　

商
用
や
観
光
で
日
本
を
訪
れ
た
タ
イ
人
客
ら
が
日

本
の
ホ
テ
ル
や
空
港
、
商
業
施
設
で
ま
ず
目
に
す
る

の
が
、
綺
麗
に
調
和
の
取
れ
た
日
本
の
水
回
り
文
化

で
す
。
単
に
用
を
足
せ
れ
ば
よ
い
と
い
う
機
能
に
限

定
し
た
だ
け
で
な
く
、
清
潔
感
が
あ
っ
て
居
心
地
が

良
く
、
穏
や
か
な
気
分
に
な
れ
る
。
そ
ん
な
感
覚
に

接
し
、
自
国
に
戻
っ
た
後
も
同
様
の
環
境
を
求
め
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
絶
対
必
要
数
が
激
し
く
は

伸
長
し
て
い
な
い
中
で
、
ハ
イ
グ
レ
ー
ド
の
衛
生
陶

器
の
需
要
が
伸
び
て
い
る
の
に
は
こ
ん
な
理
由
が
あ

り
ま
す
。

　

加
え
て
大
き
い
の
が
、
タ
イ
を
は
じ
め
と
し
た
東

南
ア
ジ
ア
の
人
々
の
所
得
が
向
上
し
た
こ
と
で
す
。

こ
れ
ま
で
は
あ
ま
り
余
裕
も
な
く
、
見
向
き
も
さ
れ

な
か
っ
た
衛
生
陶
器
に
お
金
を
か
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
で
、
消
費
者
の
皆
さ
ん
が
生
活
に
快
適

さ
を
導
入
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
言
い

換
え
れ
ば
、
清
潔
で
便
利
な
生
活
に
価
値
を
見
出
し

た
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
当
社
で
は
こ
う
し
た

顧
客
の
持
つ
１０
年
先
の
価
値
観
を
見
据
え
て
、
製
品

開
発
と
市
場
開
拓
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
今
そ
れ

が
、
よ
う
や
く
花
開
き
始
め
て
い
ま
す
。

　

ベ
ト
ナ
ム
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
タ
イ
の
周
辺
国

で
も
同
様
で
す
。
東
南
ア
ジ
ア
の
拠
点
で
あ
る
タ
イ

に
比
べ
れ
ば
ま
だ
ま
だ
そ
の
動
き
は
ゆ
っ
く
り
と
し

て
い
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
着
実
に
需
要
は
拡
大
し
て

い
ま
す
。
こ
こ
１
〜
２
年
、
特
に
そ
れ
は
顕
著
で

す
。
快
適
で
豊
か
な
暮
ら
し
を
求
め
て
ニ
ー
ズ
は
広

が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
以
上
の
「
Ｔ
Ｏ

Ｔ
Ｏ
フ
ァ
ン
」
を
獲
得
し
て
い
く
た
め
に
、
当
社
で

は
今
後
も
１０
年
先
を
見
据
え
た
攻
め
の
事
業
展
開
を

進
め
て
い
く
計
画
で
す
。

　

Ｗ
Ｈ
Ａ
サ
ラ
ブ
リ
ー
工
業
団
地
へ
の
入
居
は
、
原

材
料
調
達
の
利
便
性
の
ほ
か
、
水
、
電
気
、
取
付
道

路
と
い
っ
た
イ
ン
フ
ラ
面
の
利
点
を
総
合
的
に
勘
案

し
て
決
断
し
ま
し
た
。
中
で
も
、
陶
器
生
産
に
お
い

て
安
定
し
た
電
力
供
給
は
必
須
で
、
い
っ
た
ん
停
電

と
も
な
れ
ば
製
品
の
精
度
に
も
影
響
が
出
て
し
ま
い

ま
す
。
そ
の
点
、
当
工
業
団
地
は
何
ら
こ
の
心
配
は

な
く
、
安
心
し
て
操
業
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
第
３
工
場
を
同
じ
工
業
団
地
敷
地
内
に
建
て
る

こ
と
に
し
た
の
も
同
じ
理
由
か
ら
で
す
。

　

Ｗ
Ｈ
Ａ
社
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
体
制
に

も
、
と
て
も
満
足
し
て
い
ま
す
。
工
場
周
辺
の
定
期

的
な
巡
回
や
、
不
具
合
な
ど
が
見
つ
か
っ
た
場
合
の

提
案
も
素
早
く
的
確
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
も
乗

っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
工
場
側
が
気
付
く
前
に
ア

ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
く
こ
と
で
、
よ
り
良
き
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
の
信
頼
感
も
培
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
後

も
良
き
関
係
を
続
け
た
い
と
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
（
タ
イ
ラ
ン
ド
）
の
社
長
を
務

め
る
島
田
崇
康
氏
は
１
９
９
３
年
に
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
に
入

社
。
九
州
や
東
京
な
ど
で
通
算
約
２０
年
営
業
職
に
あ

り
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
調
査
担
当
な
ど
を
経
て
、
２

０
１
８
年
４
月
に
営
業
統
括
と
し
て
タ
イ
に
赴
任
し

ま
し
た
。
１
年
後
の
今
年
４
月
か
ら
、
現
地
法
人
の

ト
ッ
プ
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
島
田
社
長
は
、
一
昨

年
に
創
業
１
０
０
年
を
迎
え
た
T
O
T
O
の
衛
生
陶

器
事
業
に
つ
い
て
「
各
国
の
人
々
の
生
活
文
化
向
上

に
応
え
て
い
く
仕
事
」
と
解
説
し
ま
す
。
そ
し
て
、

タ
イ
の
潜
在
的
な
需
要
に
つ
い
て
も
触
れ
な
が
ら
、

「
現
地
の
人
々
の
暮
ら
し
に
光
を
当
て
て
い
き
た

い
」
と
し
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
締
め
く
く
り
ま
し

た
。

　

タ
イ
の
物
流
産
業
は
ア
セ
ア
ン
の
中

心
部
と
い
う
戦
略
的
立
地
条
件
の
お
か

げ
で
、
タ
イ
の
経
済
成
長
に
貢
献
す
る

接
続
性
の
構
築
に
お
い
て
数
十
年
に
わ

た
り
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し

た
。
製
造
業
者
は
人
体
の
循
環
系
に
も

似
た
物
流
と
交
通
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

よ
っ
て
国
内
と
海
外
の
双
方
に
自
社
製

品
を
販
売
で
き
ま
す
。
そ
の
結
果
、
物

流
管
理
の
効
率
が
製
品
と
サ
ー
ビ
ス
の

ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
に
直
接
影
響
す
る
要

因
と
な
り
最
終
的
に
は
国
の
競
争
力
を

左
右
し
ま
す
。

　

指
数
関
数
的
な
技
術
の
出
現
に
よ
り

デ
ィ
ス
ラ
プ
シ
ョ
ン
が
世
界
的
な
現
象

に
な
っ
て
い
ま
す
。
既
存
の
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
と
生
産
シ
ス
テ
ム
は
第
4
次

産
業
革
命
に
よ
っ
て
徐
々
に
変
革
さ
れ

つ
つ
あ
り
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
消
費
者
の
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
を
変
容
さ
せ
、
E
コ
マ
ー
ス

の
更
な
る
発
展
を
も
た
ら
し
て
い
ま

す
。
同
時
に
、
そ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
ビ
ジ

ネ
ス
が
世
界
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
シ
ェ
ア
を

獲
得
し
た
結
果
、
オ
フ
ラ
イ
ン
の
実
店

舗
や
デ
パ
ー
ト
は
適
合
す
る
か
、
さ
も

な
く
ば
廃
業
と
い
う
二
者
択
一
を
迫
ら

れ
て
い
ま
す
。
タ
イ
に
お
け
る
E
コ

マ
ー
ス
の
市
場
規
模
は
3
兆
バ
ー
ツ
以

上
に
急
拡
大
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る

た
め
、
タ
イ
の
物
流
産
業
は
「
ロ
ジ
ス

テ
ィ
ク
ス
4
・
0
」
に
向
け
た
変
革
の

道
を
進
ま
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　

私
は
日
本
と
中
国
に
出
張
し
た
際
に

日
立
物
流
、JD

.Com

、C
ainiao 

N
etw

ork

な
ど
い
く
つ
か
の
大
手
物

流
会
社
の
経
営
ト
ッ
プ
と
面
談
す
る
機

会
を
得
ま
し
た
。
彼
ら
と
の
話
し
合
い

に
基
づ
く
と
、
こ
れ
ら
の
グ
ロ
ー
バ
ル

企
業
は
現
在
ロ
ボ
ッ
ト
、
自
動
化
シ
ス

テ
ム
お
よ
び
自
動
選
択
ツ
ー
ル
、
無
人

搬
送
車
（
A
V
G
）、
自
動
保
管
・
自

動
検
索
シ
ス
テ
ム
（
A
S
/
R
S
）、

モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
I
o
T
）

の
ほ
か
、
倉
庫
管
理
シ
ス
テ
ム

（
W
M
S
）や
在
庫
制
御
管
理
/
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
を
は
じ
め
と
す
る
「
ス

マ
ー
ト
・
ウ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
」
コ
ン
セ
プ

ト
に
基
づ
い
た
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
含
む
そ
の
他
の
高
度

な
ツ
ー
ル
な
ど
の
最
先
端
技
術
を
採
用

す
る
こ
と
に
よ
り
、「
ス
マ
ー
ト
・
ロ

ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
」
と
「
デ
ジ
タ
ル
・
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
に
向
け
て
自
社
ビ

ジ
ネ
ス
を
変
革
し
て
い
ま
す
。

　

E
コ
マ
ー
ス
市
場
の
急
成
長

に
よ
り
世
界
中
の
輸
送
・
物
流

業
者
間
で
コ
ス
ト
、ス
ピ
ー
ド
、

サ
ー
ビ
ス
面
の
競
争
が
激
化
し

て
い
ま
す
。
物
流
業
者
は
現
在

の
事
業
運
営
を
ア
ッ
プ
グ
レ
ー

ド
し
て
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
と
同
時
に
、
コ
ス
ト

を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
を
非

常
に
重
視
し
て
い
ま
す
。
ビ
ッ

グ
デ
ー
タ
と
機
械
学
習
を
活
用

す
る
こ
と
で
、
大
手
物
流
企
業

は
今
後
届
く
発
注
書
を
予
測
し

て
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
経
路
分
析

を
行
っ
た
り
、
分
配
・
配
送
プ

ロ
セ
ス
を
最
適
化
し
た
り
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
現
在

で
は
総
コ
ス
ト
を
抑
え
て
サ
ー

ビ
ス
の
成
果
を
高
め
る
た
め
に

G
P
S
や
ド
ロ
ー
ン
な
ど
の
機

器
を
使
っ
た
ラ
ス
ト
マ
イ
ル
配

送
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
物
流

産
業
は
大
量
の
デ
ー
タ
と
強
力

な
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
生
か
す
こ

と
に
よ
っ
て
デ
ー
タ
駆
動
型
と

な
り
、
他
の
産
業
と
同
様
に
デ

ジ
タ
ル
・
デ
ィ
ス
ラ
プ
シ
ョ
ン

が
起
こ
り
や
す
く
な
っ
て
い
ま

す
。

　

W
H
A
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社

は
今
日
の
社
会
に
お
け
る
教
育
の
重
要

性
を
認
識
し
て
い
ま
す
。  

教
育
は
各

個
人
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
に
変
化
を

も
た
ら
し
て
改
善
す
る
こ
と
が
で
き
る

た
め
、
貧
困
に
対
抗
す
る
最
も
強
力
な

武
器
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。  

地

域
社
会
に
お
い
て
教
育
は
人
々
の
生
活

の
向
上
、
社
会
の
変
革
、
経
済
成
長
の

促
進
を
実
現
で
き
ま
す
。   

　

W
H
A
グ
ル
ー
プ
の
学
校
教
育
支
援

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
今
年
で
22
年
目
と
な
り

ま
す
。  

W
H
A
の
経
営
陣
と
ス
タ
ッ

フ
は
50
社
を
超
え
る
W
H
A
工
業
団
地

の
入
居
企
業
と
一
致
協
力
し
て
毎
年
寛

大
な
寄
付
を
行
い
、
近
隣
地
域
社
会
の

生
徒
を
支
援
し
て
い
ま
す
。  

今
年

W
H
A
の
幹
部
は
5
日
間
に
わ
た
っ
て

地
域
社
会
を
回
り
67
の
学
校
で
学
ぶ
2

万
名
近
く
の
生
徒
に
学
用
品
と
ス
ポ
ー

ツ
用
品
を
配
布
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

生
徒
は
ほ
と
ん
ど
が
恵
ま
れ
な
い
家
庭

の
出
身
者
で
す
。

　

W
H
A
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会

社
の
ジ
ャ
リ
ー
ポ
ー
ン
・
ジ
ャ
ル
コ
ー

ン
サ
ク
ン
会
長
兼
グ
ル
ー
プ
C
E
O
は

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。

「
W
H
A
グ
ル
ー
プ
は
地
域
社
会
の
若

者
の
教
育
の
質
を
高
め
る
た
め
に
全
力

を
尽
く
し
ま
す
。
私
た
ち
は
将
来
に
お

け
る
産
業
の
発
展
と
国
の
繁
栄
の
原
動

力
と
な
る
次
世
代
の
人
材
を
育
て
て
い

る
学
校
を
支
援
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。」  

　

学
校
教
育
支
援
年
次
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

は
様
々
な
工
業
団
地
の
従
業
員
、
経
営

陣
と
入
居
企
業
が
参
加
し
、
近
隣
地
域

社
会
の
生
徒
の
ニ
ー
ズ
を
確
実
に
満
た

す
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。 

　

W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
・
デ
ィ

ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
株
式
会
社
の
デ
ビ
ッ

ド
・
ナ
ー
ド
ン
工
業
・
国
際
担
当
グ
ル
ー

プ
・
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
は
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
ま
す
。「
子
ど
も
た
ち
に
教

育
を
施
す
こ
と
に
よ
り
、
将
来
の
機
会

へ
と
つ
な
が
る
ド
ア
を
子
供
た
ち
に
与

え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
私
た
ち
は
こ

W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
ゾ
ー
ン
1 

ー 

ゲ
ア
ン
が
販
売
開
始

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
本
か
ら
の
直
接
投
資
家
を
歓
迎

ス
マ
ー
ト
・
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス

W
H
A
グ
ル
ー
プ
が
教
育
と
持
続
可
能
な
社
会
の
発
展
を
支
援

2
0
1
9
年
度
学
校
教
育
支
援
年
次
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
67
の
学
校
に
備
品
と
学
用
品
を
提
供

　

W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
・
デ
ィ
ベ
ロ
ッ

プ
メ
ン
ト
株
式
会
社
の
ア
ン
チ
ャ
リ
ー
・
プ
ラ

サ
ー
ト
チ
ャ
ン
国
際
担
当
部
長
と
湯
浅
謙
一
日

系
法
人
担
当
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
先
日
、
ベ
ト
ナ

ム
中
央
北
部
の
ゲ
ア
ン
省
で
開
催
さ
れ
た
「
ゲ

ア
ン 

ー  

日
本
会
議
：
協
力
と
開
発
」
に
来
賓

と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
会
議
で
は
、
ベ
ト
ナ
ム
国
内
と
海
外
の

投
資
家
に
と
っ
て
魅
力
的
な
投
資
先
に
な
り
つ

つ
あ
る
ゲ
ア
ン
で
新
た
な
投
資
機
会
を
模
索
し

て
い
る
様
々
な
業
界
の
日
本
人
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン

が
一
堂
に
会
し
ま
し
た
。
ア
ン
チ
ャ
リ
ー
部
長

は
ス
ピ
ー
チ
の
中
で
、
ゲ
ア
ン
の
投
資
家
で
あ

る
と
同
時
に
主
要
な
パ
ー
ト
ナ
ー
で
も
あ

る
W
H
A
グ
ル
ー
プ
の
経
験
に
つ
い
て
語

り
ま
し
た
。
同
部
長
は
W
H
A
グ
ル
ー
プ

の
画
期
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る

W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
ゾ
ー
ン
1 

ー  

ゲ
ア
ン
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。
こ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
完
成
時
に
3,
2
0
0
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
規
模
に
な
る
こ
と
が
見
込
ま

れ
、
ベ
ト
ナ
ム
中
央
北
部
で
最
大
の
世
界

水
準
の
工
業
区
に
な
り
ま
す
。

　

ア
ン
チ
ャ
リ
ー
部
長
は
次
の
よ
う
に
述

べ
ま
し
た
。「
ゲ
ア
ン
は
戦
略
的
な
製
造
拠

点
と
し
て
急
速
に
人
気
が
高
ま
っ
て
お
り
、

こ
の
地
域
で
非
常
に
良
い
評
判
を
得
て
い

ま
す
。
省
政
府
は
道
路
、
海
路
、
鉄
道
お

よ
び
空
路
に
よ
る
物
流
を
改
善
す
る
努
力

を
続
け
て
お
り
、
そ
れ
が
投
資
家
に
と
っ

て
の
ゲ
ア
ン
の
魅
力
を
一
段
と
高
め
て
い

ま
す
。」
ま
た
、
同
部
長
は
日
本
の
ビ
ジ
ネ

ス
マ
ン
に
対
し
て
次
の
よ
う
に
説
明
し
ま

し
た
。「
W
H
A
と
し
て
は
、
タ
イ
で
30
年

以
上
に
わ
た
っ
て
培
っ
た
知
識
と
経
験
を

ベ
ト
ナ
ム
で
生
か
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
最

善
の
手
法
を
用
い
て
環
境
面
で
持
続
可
能
な
工

業
開
発
を
推
進
し
ま
す
。」

　

こ
の
会
議
の
後
、
会
議
参
加
者
の
代
表
団
は

ア
ン
チ
ャ
リ
ー
部
長
と
湯
浅
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

案
内
に
よ
り
W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
ゾ
ー

ン
・
フ
ェ
ー
ズ
1
の
見
学
を
行
い
ま
し
た
。　

　

フ
ェ
ー
ズ
1
の
開
発
面
積
は
4
9
8
ヘ
ク
タ
ー

ル
で
、
工
業
用
地
、
倉
庫
、
賃
貸
用
工
場
等
を

ベ
ト
ナ
ム
国
内
と
海
外
の
投
資
家
に
提
供
す
る

態
勢
が
す
で
に
整
っ
て
い
ま
す
。
湯
浅
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ま
し
た
。

「
W
H
A
の
基
本
理
念
に
つ
い
て
説
明
し
、
タ
ー

ゲ
ッ
ト
産
業
と
ハ
イ
テ
ク
産
業
を
含
む
様
々
な

分
野
の
製
造
/
サ
ー
ビ
ス
企
業
を
迎
え
る
準
備

が
整
っ
て
い
る
こ
と
を
伝
え
た
と
こ
ろ
、
日
本

の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
は
非
常
に
好
意
的
で
理
解
あ

る
態
度
を
示
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ゲ
ア
ン
で
の

投
資
は
人
的
資
源
、
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク

チ
ャ
ー
、
ゲ
ア
ン
省
政
府
の
優
遇
税
制
と
投
資

奨
励
策
な
ど
の
点
で
非
常
に
魅
力
的
で
す
。
弊

社
は
近
い
将
来
に
こ
れ
ら
日
本
人
ビ
ジ
ネ
ス
マ

ン
を
お
客
様
と
し
て
お
迎
え
で
き
る
日
を
待
ち

望
ん
で
い
ま
す
。」

の
有
意
義
な
目
的
の
た
め
に
毎
年
弊
社

を
支
援
し
て
く
だ
さ
る
工
業
団
地
入
居

企
業
の
皆
様
に
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。
私
た
ち
は
若
い
生
徒
た
ち
が
学
業

で
良
い
成
績
を
修
め
て
幸
福
感
を
促
進

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
協
力
し
て
支

援
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
社
会
の
持

続
可
能
性
を
高
め
る
役
割
を
果
た
し
ま

す
。  

こ
れ
に
よ
り
、
生
徒
た
ち
が
青

年
に
成
長
し
た
と
き
に
、
高
収
入
が
得

ら
れ
る
技
能
を
身
に
付
け
や
す
く
な
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
技
能
は
特
に
東
部

人々の生活文化の向上に応えたい。
日本シェア首位の企業がタイにかける思い

ベ
ト
ナ
ム
中
央
北
部
の
ゲ
ア
ン
省
と
日
本
と
の
協
力
、

　
　
　
　
　
投
資
お
よ
び
貿
易
の
促
進
を
目
的
と
し
た
会
議
に
W
H
A
が
参
加

経
済
回
廊（
E
E
C
）で
需
要
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
。」        

　

W
H
A
グ
ル
ー
プ
の
学
校
教
育
支
援

年
次
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
勉
学
、
ス
ポ
ー

ツ
、
美
術
、
音
楽
、
社
会
開
発
な
ど
を

網
羅
す
る
広
範
囲
な
学
習
活
動
を
支
援

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
地
域
の
学

校
で
学
ぶ
22
万
名
以
上
の
生
徒
が
こ
の

取
り
組
み
の
恩
恵
を
受
け
て
い
ま
す
。  

弊
社
は
家
族
を
助
け
る
た
め
に
良
い
職

を
見
つ
け
、
自
ら
が
将
来
に
お
い
て
生

産
的
な
社
会
貢
献
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
若
者
を
訓
練
す
る
包
括
的
な

教
育
が
持
つ
力
を
確
信
し
て
い
ま
す
。 

　

ア
セ
ア
ン
接
続
性
の
展
望
と
、
東
南

ア
ジ
ア
諸
国
を
相
互
に
結
ぶ
こ
と
を
目

指
す
中
国
の
「
一
帯
一
路
イ
ニ
シ
ア

テ
ィ
ブ
」（
B
R
I
）
は
輸
出
と
E
コ

マ
ー
ス
活
動
の
重
要
な
地
域
ハ
ブ
と
し

て
の
タ
イ
に
更
な
る
恩
恵
を
与
え
、
タ

イ
の
物
流
業
者
に
よ
り
多
く
の
ビ
ジ
ネ

ス
機
会
を
も
た
ら
し
ま
す
。
そ
の
一
方

で
、
タ
イ
の
企
業
家
は
業
界
専
門
家
で

最
先
端
技
術
を
十
分
に
備
え
た
世
界
的

な
主
要
企
業
が
も
た
ら
す
新
た
な
課
題

に
直
面
す
る
で
し
ょ
う
。
新
た
な
バ

リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
で
競
争
力
を
維
持
す

る
た
め
に
、
タ
イ
の
業
者
は
変
化
し
続

け
る
様
々
な
条
件
に
応
じ
て
素
早
く
適

合
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

一
般
に
物
流
活
動
で
は
業
務
全
体
を

通
じ
て
効
率
を
最
大
限
に
高
め
る
た
め

に
様
々
な
当
事
者
間
の
高
度
な
協
力
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
物
流
会

社
に
と
っ
て
は
輸
送
設
備
の
共
有
に
関

し
て
パ
ー
ト
ナ
ー
関
係
を
結
ん
で
協
力

し
合
う
の
が
普
通
で
、
特
定
の
経
路
や

特
別
な
種
類
の
製
品
の
配
送
を
他
の
業

者
に
外
注
す
る
こ
と
さ
え
あ
り
ま
す
。

そ
の
結
果
、
経
路
全
体
を
1
つ
の
業
者

で
配
送
す
る
場
合
に
比
べ
て
業
務
全
体

の
コ
ス
ト
効
率
が
高
く
な
り
ま
す
。
こ

の
傾
向
は
業
界
全
体
に
広
が
っ
て
い
る

た
め
、
革
新
的
な
技
術
を
持
つ
タ
イ
の

物
流
会
社
は
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
と
し
て

バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
に
即
座
に
加
わ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
同
様
に
、「
ス
マ
ー

ト
・
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
」
ま
た
は
「
ロ

ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
4
・
0
」
に
向
け
た
戦

略
を
策
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
シ
ス
テ

ム
と
情
報
を
異
な
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
間
で
シ
ー
ム
レ
ス
に
接
続
・
共
有
で

き
る
た
め
、
従
来
の
物
流
業
者
は
こ
れ

ら
の
大
企
業
と
パ
ー
ト
ナ
ー
関
係
を
結

ぶ
こ
と
が
可
能
に
な
る
で
し
ょ
う
。
こ

れ
に
よ
り
協
力
を
阻
む
障
壁
が
大
幅
に

削
減
さ
れ
、
企
業
間
の
競
争
が
少
な
く

な
り
ま
す
。 

　

企
業
が
ど
の
市
場
で
事
業
を
営
ん
で

い
る
か
、
あ
る
い
は
過
去
に
お
い
て
ど

れ
ほ
ど
大
き
な
成
功
を
収
め
た
か
に
か

か
わ
ら
ず
、
変
化
は
常
に
避
け
ら
れ
な

い
も
の
で
、
私
た
ち
は
そ
れ
に
対
処
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
再
度
強
調

し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
デ
ィ
ス

ラ
プ
シ
ョ
ン
が
す
で
に
新
た
な
常
識
と

な
っ
た
こ
の
デ
ジ
タ
ル
時
代
で
生
き
残

り
、
競
争
力
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、

動
的
な
環
境
を
理
解
し
て
迅
速
に
適
合

す
る
こ
と
が
可
能
な
範
囲
で
最
善
の
方

法
で
す
。

WHAのブースを訪れたゲアン省人民委員会の Le Ngoc 
Hoa 副委員長（右側）を歓迎するWHAインダストリア
ル・ディベロップメント株式会社のアンチャリー・プラ
サートチャン国際担当部長（左側）

Nguyen Xuan Son ゲアン省党委員会常任
副事務局長兼ゲアン省人民評議会議長（右
から 2 人目）と Nguyen Hai Duong ゲア
ン省外務局長（右端）に、WHA インダス
トリアルゾーン 1 ‒ ゲアンについて説明す
る WHA インダストリアル・ディベロップ
メント株式会社の湯浅謙一日系法人担当ア
ドバイザー（左端）とアンチャリー・プラ
サートチャン国際担当部長

（
1
ペ
ー
ジ
よ
り
続
く
）

　

W
H
A
U
P
の
子
会
社
で
あ
る
W
H
A
ウ
ォ
ー
タ
ー
株
式
会
社

は
先
日
G
P
S
C
と
の
間
で
脱
塩
水
の
販
売
契
約
を
締
結
し
ま
し

た
。
契
約
期
間
は
15
年
間
で
、
G
P
S
C
の
当
初
の
注
文
量
は
1

年
あ
た
り
1
5
0
万
㎥
で
す
。
こ
の
契
約
に
よ
る
商
業
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
は
2
0
1
9
年
10
月
18
日
か
ら
開
始
さ
れ
ま
す
。
脱
塩
水

の
供
給
は
同
社
の
最
新
の
サ
ー
ビ
ス
で
、
公
共
イ
ン
フ
ラ
サ
ー
ビ

ス
の
総
合
的
な
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
に
な
る
と
い
う

同
社
の
強
い
決
意
を
反
映
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
同
社
は
今
年
前
半
に
G
C
オ
キ
シ
ラ
ン
株
式
会
社

（
G
C
O
）
と
の
間
で
浄
化
水
の
販
売
契
約
を
結
び
ま
し
た
。

G
C
O
は
酸
化
プ
ロ
ピ
レ
ン
の
製
造
・
販
売
会
社
で
、
年
間
約

3
6
0
万
㎥
の
水
を
必
要
と
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
同
社
は
G
C
ポ

リ
オ
ー
ル
ズ
株
式
会
社
（
G
C
P
）
と
も
契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。

G
C
P
は
ポ
リ
エ
ー
テ
ル
ポ
リ
オ
ー
ル
の
製
造
・
販
売
会
社
で
、

ジ
ャ
リ
ー
ポ
ー
ン
・
ジ
ャ
ル
コ
ー
ン
サ
ク
ン

会
長
兼
グ
ル
ー
プ
C
E
O

W
H
A
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社

年
間
約
30
万
㎥
の
水
を
必
要
と
し
ま
す
。
こ
れ
ら
2
社
が
生
産
工

程
で
水
を
使
い
始
め
る
の
は
2
0
1
9
年
12
月
に
な
る
見
込
み
で

す
。
新
た
な
顧
客
企
業
3
社
は
い
ず
れ
も
W
H
A
イ
ー
ス
タ
ン
工

業
団
地
（
マ
プ
タ
プ
ッ
ト
）
の
入
居
企
業
で
す
。

　

W
H
A
U
P
の
C
E
O
は
公
共
イ
ン
フ
ラ
分
野
で
の
海
外
投

資
、
特
に
ベ
ト
ナ
ム
に
お
い
て
同
社
が
ベ
ト
ナ
ム
の
W
H
A
イ
ン

ダ
ス
ト
リ
ア
ル
ゾ
ー
ン
1 Cua Lo 

ゲ
ア
ン
で
公
共
イ
ン
フ
ラ

サ
ー
ビ
ス
事
業
を
運
営
す
る
た
め
の
免
許
を
す
で
に
取
得
済
み
だ

と
述
べ
ま
し
た
。
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
子
会
社
の
「
W
H
A
U
P
ゲ

ア
ン
株
式
会
社
」
の
運
営
に
よ
る
も
の
で
、
現
在
開
発
が
進
め
ら

れ
て
お
り
、
今
年
の
第
3
四
半
期
に
本
格
稼
働
を
開
始
す
る
見
込

み
で
す
。

　

こ
れ
に
加
え
て
、
同
社
は
ベ
ト
ナ
ム
の
ゲ
ア
ン
に
あ
る
水
道
供

給
会
社
、
ク
ア
ロ
ウ
ォ
ー
タ
ー
・
サ
プ
ラ
イ
株
式
会
社
（「Cua 

Lo

」）
へ
の
投
資
も
実
施
し
ま
し
た
。
ク
ア
ロ
社
の
生
産
能
力
は

現
在
の
と
こ
ろ
1
日
あ
た
り
3,
0
0
0
㎥
で
す
が
、

生
産
能
力
の
増
強
を
進
め
て
お
り
、
今
年
の
第
2

四
半
期
中
に
1
日
あ
た
り
1
万
3,
0
0
0
㎥
と
な

る
予
定
で
す
。
こ
れ
は
海
外
、
特
に
C
L
M
V
諸

国
（
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ラ
オ
ス
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
ベ

ト
ナ
ム
）
で
事
業
を
拡
大
す
る
と
い
う
同
社
の
方

針
に
沿
っ
た
も
の
で
す
。

　

計
画
ど
お
り
に
成
長
が
実
現
す
れ
ば
、

2
0
1
9
年
に
お
け
る
W
H
A
U
P
の
公
共
イ
ン

フ
ラ
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
全
体
的
な
見
通
し
は
黒
字

化
し
ま
す
。
3
社
の
新
規
顧
客
へ
の
サ
ー
ビ
ス
提

供
に
加
え
て
、
同
社
は
水
を
継
続
的
に
必
要
と
す

る
新
た
な
見
込
み
顧
客
お
よ
び
既
存
顧
客
と
の
交

渉
を
進
め
て
い
ま
す
。

W
H
A
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
ー
ズ
・
ア
ン
ド
・
パ
ワ
ー
株
式
会
社
の

ウ
ィ
サ
ー
ト
・
チ
ュ
ン
ワ
タ
ナ
最
高
経
営
責
任
者
（
C
E
O
）
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TOTO (THAILAND) Co.,Ltd.
衛生陶器等の製造販売

WHA GROUPで更なる飛躍を目指す企業
　

Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
（
タ
イ
ラ
ン
ド
）
は
、
ト
イ
レ
・
浴
室

等
の
衛
生
陶
器
販
売
で
日
本
国
内
首
位
の
「
Ｔ
Ｏ
Ｔ

Ｏ
株
式
会
社
」
（
北
九
州
市
）
の
タ
イ
法
人
で
す
。

２
０
０
９
年
１１
月
に
設
立
し
、
今
年
で
ち
ょ
う
ど

１
０
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
タ
イ
で
現
地
生
産
を
始

め
た
の
は
進
出
３
年
後
の
１２
年
の
こ
と
。
約
１０
万
平

方
メ
ー
ト
ル
の
敷
地
に
、
延
床
面
積
約
７
万
平
方
メ

ー
ト
ル
の
第
１
工
場
を
稼
働
さ
せ
ま
し
た
。
今
年
４

月
に
は
同
じ
敷
地
内
に
第
２
工
場
を
建
設
。
両
工
場

と
も
に
衛
生
陶
器
の
生
産
を
行
っ
て
お
り
、
完
成
品

の
う
ち
約
２
割
は
タ
イ
国
内
市
場
向
け
、
残
る
８
割

を
日
本
や
米
国
、
ア
ジ
ア
な
ど
に
輸
出
し
て
い
ま

す
。

　

ト
イ
レ
を
中
心
に
衛
生
陶
器
需
要
は
世
界
各
地
で

高
ま
っ
て
お
り
、
来
年
４
月
に
も
第
３
工
場
が
稼
働

す
る
見
通
し
で
す
。
第
１
・
２
工
場
の
敷
地
か
ら
す

ぐ
近
く
の
場
所
に
、
約
５
平
方
メ
ー
ト
ル
の
建
設
用

地
を
新
た
に
確
保
。
こ
こ
に
延
床
面
積
約
３
・
５
平

方
メ
ー
ト
ル
の
新
工
場
を
建
設
し
ま
す
。
第
３
工
場

で
は
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
の
看
板
商
品
で
あ
り
登
録
商
標
で
も

あ
る
温
水
洗
浄
便
座
「
ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ
ト
」
を
生
産

し
て
い
く
計
画
で
す
。
完
成
品
に
つ
い
て
は
当
初
は

全
量
を
日
本
な
ど
に
向
け
て
輸
出
し
ま
す
が
、
市
場

の
動
向
を
見
据
え
な
が
ら
順
に
タ
イ
今
後
に
も
供
給

し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

タ
イ
を
は
じ
め
東
南
ア
ジ
ア
一
円
で
衛
生
陶
器
需

要
が
拡
大
し
て
い
る
背
景
に
、
衛
生
面
に
向
け
る
関

心
の
広
が
り
が
あ
り
ま
す
。

　

商
用
や
観
光
で
日
本
を
訪
れ
た
タ
イ
人
客
ら
が
日

本
の
ホ
テ
ル
や
空
港
、
商
業
施
設
で
ま
ず
目
に
す
る

の
が
、
綺
麗
に
調
和
の
取
れ
た
日
本
の
水
回
り
文
化

で
す
。
単
に
用
を
足
せ
れ
ば
よ
い
と
い
う
機
能
に
限

定
し
た
だ
け
で
な
く
、
清
潔
感
が
あ
っ
て
居
心
地
が

良
く
、
穏
や
か
な
気
分
に
な
れ
る
。
そ
ん
な
感
覚
に

接
し
、
自
国
に
戻
っ
た
後
も
同
様
の
環
境
を
求
め
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
絶
対
必
要
数
が
激
し
く
は

伸
長
し
て
い
な
い
中
で
、
ハ
イ
グ
レ
ー
ド
の
衛
生
陶

器
の
需
要
が
伸
び
て
い
る
の
に
は
こ
ん
な
理
由
が
あ

り
ま
す
。

　

加
え
て
大
き
い
の
が
、
タ
イ
を
は
じ
め
と
し
た
東

南
ア
ジ
ア
の
人
々
の
所
得
が
向
上
し
た
こ
と
で
す
。

こ
れ
ま
で
は
あ
ま
り
余
裕
も
な
く
、
見
向
き
も
さ
れ

な
か
っ
た
衛
生
陶
器
に
お
金
を
か
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
で
、
消
費
者
の
皆
さ
ん
が
生
活
に
快
適

さ
を
導
入
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
言
い

換
え
れ
ば
、
清
潔
で
便
利
な
生
活
に
価
値
を
見
出
し

た
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
当
社
で
は
こ
う
し
た

顧
客
の
持
つ
１０
年
先
の
価
値
観
を
見
据
え
て
、
製
品

開
発
と
市
場
開
拓
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
今
そ
れ

が
、
よ
う
や
く
花
開
き
始
め
て
い
ま
す
。

　

ベ
ト
ナ
ム
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
タ
イ
の
周
辺
国

で
も
同
様
で
す
。
東
南
ア
ジ
ア
の
拠
点
で
あ
る
タ
イ

に
比
べ
れ
ば
ま
だ
ま
だ
そ
の
動
き
は
ゆ
っ
く
り
と
し

て
い
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
着
実
に
需
要
は
拡
大
し
て

い
ま
す
。
こ
こ
１
〜
２
年
、
特
に
そ
れ
は
顕
著
で

す
。
快
適
で
豊
か
な
暮
ら
し
を
求
め
て
ニ
ー
ズ
は
広

が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
以
上
の
「
Ｔ
Ｏ

Ｔ
Ｏ
フ
ァ
ン
」
を
獲
得
し
て
い
く
た
め
に
、
当
社
で

は
今
後
も
１０
年
先
を
見
据
え
た
攻
め
の
事
業
展
開
を

進
め
て
い
く
計
画
で
す
。

　

Ｗ
Ｈ
Ａ
サ
ラ
ブ
リ
ー
工
業
団
地
へ
の
入
居
は
、
原

材
料
調
達
の
利
便
性
の
ほ
か
、
水
、
電
気
、
取
付
道

路
と
い
っ
た
イ
ン
フ
ラ
面
の
利
点
を
総
合
的
に
勘
案

し
て
決
断
し
ま
し
た
。
中
で
も
、
陶
器
生
産
に
お
い

て
安
定
し
た
電
力
供
給
は
必
須
で
、
い
っ
た
ん
停
電

と
も
な
れ
ば
製
品
の
精
度
に
も
影
響
が
出
て
し
ま
い

ま
す
。
そ
の
点
、
当
工
業
団
地
は
何
ら
こ
の
心
配
は

な
く
、
安
心
し
て
操
業
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
第
３
工
場
を
同
じ
工
業
団
地
敷
地
内
に
建
て
る

こ
と
に
し
た
の
も
同
じ
理
由
か
ら
で
す
。

　

Ｗ
Ｈ
Ａ
社
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
体
制
に

も
、
と
て
も
満
足
し
て
い
ま
す
。
工
場
周
辺
の
定
期

的
な
巡
回
や
、
不
具
合
な
ど
が
見
つ
か
っ
た
場
合
の

提
案
も
素
早
く
的
確
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
も
乗

っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
工
場
側
が
気
付
く
前
に
ア

ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
く
こ
と
で
、
よ
り
良
き
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
の
信
頼
感
も
培
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
後

も
良
き
関
係
を
続
け
た
い
と
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
（
タ
イ
ラ
ン
ド
）
の
社
長
を
務

め
る
島
田
崇
康
氏
は
１
９
９
３
年
に
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
に
入

社
。
九
州
や
東
京
な
ど
で
通
算
約
２０
年
営
業
職
に
あ

り
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
調
査
担
当
な
ど
を
経
て
、
２

０
１
８
年
４
月
に
営
業
統
括
と
し
て
タ
イ
に
赴
任
し

ま
し
た
。
１
年
後
の
今
年
４
月
か
ら
、
現
地
法
人
の

ト
ッ
プ
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
島
田
社
長
は
、
一
昨

年
に
創
業
１
０
０
年
を
迎
え
た
T
O
T
O
の
衛
生
陶

器
事
業
に
つ
い
て
「
各
国
の
人
々
の
生
活
文
化
向
上

に
応
え
て
い
く
仕
事
」
と
解
説
し
ま
す
。
そ
し
て
、

タ
イ
の
潜
在
的
な
需
要
に
つ
い
て
も
触
れ
な
が
ら
、

「
現
地
の
人
々
の
暮
ら
し
に
光
を
当
て
て
い
き
た

い
」
と
し
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
締
め
く
く
り
ま
し

た
。

　

タ
イ
の
物
流
産
業
は
ア
セ
ア
ン
の
中

心
部
と
い
う
戦
略
的
立
地
条
件
の
お
か

げ
で
、
タ
イ
の
経
済
成
長
に
貢
献
す
る

接
続
性
の
構
築
に
お
い
て
数
十
年
に
わ

た
り
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し

た
。
製
造
業
者
は
人
体
の
循
環
系
に
も

似
た
物
流
と
交
通
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

よ
っ
て
国
内
と
海
外
の
双
方
に
自
社
製

品
を
販
売
で
き
ま
す
。
そ
の
結
果
、
物

流
管
理
の
効
率
が
製
品
と
サ
ー
ビ
ス
の

ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
に
直
接
影
響
す
る
要

因
と
な
り
最
終
的
に
は
国
の
競
争
力
を

左
右
し
ま
す
。

　

指
数
関
数
的
な
技
術
の
出
現
に
よ
り

デ
ィ
ス
ラ
プ
シ
ョ
ン
が
世
界
的
な
現
象

に
な
っ
て
い
ま
す
。
既
存
の
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
と
生
産
シ
ス
テ
ム
は
第
4
次

産
業
革
命
に
よ
っ
て
徐
々
に
変
革
さ
れ

つ
つ
あ
り
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
消
費
者
の
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
を
変
容
さ
せ
、
E
コ
マ
ー
ス

の
更
な
る
発
展
を
も
た
ら
し
て
い
ま

す
。
同
時
に
、
そ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
ビ
ジ

ネ
ス
が
世
界
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
シ
ェ
ア
を

獲
得
し
た
結
果
、
オ
フ
ラ
イ
ン
の
実
店

舗
や
デ
パ
ー
ト
は
適
合
す
る
か
、
さ
も

な
く
ば
廃
業
と
い
う
二
者
択
一
を
迫
ら

れ
て
い
ま
す
。
タ
イ
に
お
け
る
E
コ

マ
ー
ス
の
市
場
規
模
は
3
兆
バ
ー
ツ
以

上
に
急
拡
大
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る

た
め
、
タ
イ
の
物
流
産
業
は
「
ロ
ジ
ス

テ
ィ
ク
ス
4
・
0
」
に
向
け
た
変
革
の

道
を
進
ま
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　

私
は
日
本
と
中
国
に
出
張
し
た
際
に

日
立
物
流
、JD

.Com

、C
ainiao 

N
etw

ork

な
ど
い
く
つ
か
の
大
手
物

流
会
社
の
経
営
ト
ッ
プ
と
面
談
す
る
機

会
を
得
ま
し
た
。
彼
ら
と
の
話
し
合
い

に
基
づ
く
と
、
こ
れ
ら
の
グ
ロ
ー
バ
ル

企
業
は
現
在
ロ
ボ
ッ
ト
、
自
動
化
シ
ス

テ
ム
お
よ
び
自
動
選
択
ツ
ー
ル
、
無
人

搬
送
車
（
A
V
G
）、
自
動
保
管
・
自

動
検
索
シ
ス
テ
ム
（
A
S
/
R
S
）、

モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
I
o
T
）

の
ほ
か
、
倉
庫
管
理
シ
ス
テ
ム

（
W
M
S
）や
在
庫
制
御
管
理
/
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
を
は
じ
め
と
す
る
「
ス

マ
ー
ト
・
ウ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
」
コ
ン
セ
プ

ト
に
基
づ
い
た
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
含
む
そ
の
他
の
高
度

な
ツ
ー
ル
な
ど
の
最
先
端
技
術
を
採
用

す
る
こ
と
に
よ
り
、「
ス
マ
ー
ト
・
ロ

ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
」
と
「
デ
ジ
タ
ル
・
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
に
向
け
て
自
社
ビ

ジ
ネ
ス
を
変
革
し
て
い
ま
す
。

　

E
コ
マ
ー
ス
市
場
の
急
成
長

に
よ
り
世
界
中
の
輸
送
・
物
流

業
者
間
で
コ
ス
ト
、ス
ピ
ー
ド
、

サ
ー
ビ
ス
面
の
競
争
が
激
化
し

て
い
ま
す
。
物
流
業
者
は
現
在

の
事
業
運
営
を
ア
ッ
プ
グ
レ
ー

ド
し
て
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
と
同
時
に
、
コ
ス
ト

を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
を
非

常
に
重
視
し
て
い
ま
す
。
ビ
ッ

グ
デ
ー
タ
と
機
械
学
習
を
活
用

す
る
こ
と
で
、
大
手
物
流
企
業

は
今
後
届
く
発
注
書
を
予
測
し

て
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
経
路
分
析

を
行
っ
た
り
、
分
配
・
配
送
プ

ロ
セ
ス
を
最
適
化
し
た
り
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
現
在

で
は
総
コ
ス
ト
を
抑
え
て
サ
ー

ビ
ス
の
成
果
を
高
め
る
た
め
に

G
P
S
や
ド
ロ
ー
ン
な
ど
の
機

器
を
使
っ
た
ラ
ス
ト
マ
イ
ル
配

送
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
物
流

産
業
は
大
量
の
デ
ー
タ
と
強
力

な
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
生
か
す
こ

と
に
よ
っ
て
デ
ー
タ
駆
動
型
と

な
り
、
他
の
産
業
と
同
様
に
デ

ジ
タ
ル
・
デ
ィ
ス
ラ
プ
シ
ョ
ン

が
起
こ
り
や
す
く
な
っ
て
い
ま

す
。

　

W
H
A
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社

は
今
日
の
社
会
に
お
け
る
教
育
の
重
要

性
を
認
識
し
て
い
ま
す
。  

教
育
は
各

個
人
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
に
変
化
を

も
た
ら
し
て
改
善
す
る
こ
と
が
で
き
る

た
め
、
貧
困
に
対
抗
す
る
最
も
強
力
な

武
器
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。  

地

域
社
会
に
お
い
て
教
育
は
人
々
の
生
活

の
向
上
、
社
会
の
変
革
、
経
済
成
長
の

促
進
を
実
現
で
き
ま
す
。   

　

W
H
A
グ
ル
ー
プ
の
学
校
教
育
支
援

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
今
年
で
22
年
目
と
な
り

ま
す
。  

W
H
A
の
経
営
陣
と
ス
タ
ッ

フ
は
50
社
を
超
え
る
W
H
A
工
業
団
地

の
入
居
企
業
と
一
致
協
力
し
て
毎
年
寛

大
な
寄
付
を
行
い
、
近
隣
地
域
社
会
の

生
徒
を
支
援
し
て
い
ま
す
。  

今
年

W
H
A
の
幹
部
は
5
日
間
に
わ
た
っ
て

地
域
社
会
を
回
り
67
の
学
校
で
学
ぶ
2

万
名
近
く
の
生
徒
に
学
用
品
と
ス
ポ
ー

ツ
用
品
を
配
布
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

生
徒
は
ほ
と
ん
ど
が
恵
ま
れ
な
い
家
庭

の
出
身
者
で
す
。

　

W
H
A
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会

社
の
ジ
ャ
リ
ー
ポ
ー
ン
・
ジ
ャ
ル
コ
ー

ン
サ
ク
ン
会
長
兼
グ
ル
ー
プ
C
E
O
は

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。

「
W
H
A
グ
ル
ー
プ
は
地
域
社
会
の
若

者
の
教
育
の
質
を
高
め
る
た
め
に
全
力

を
尽
く
し
ま
す
。
私
た
ち
は
将
来
に
お

け
る
産
業
の
発
展
と
国
の
繁
栄
の
原
動

力
と
な
る
次
世
代
の
人
材
を
育
て
て
い

る
学
校
を
支
援
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。」  

　

学
校
教
育
支
援
年
次
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

は
様
々
な
工
業
団
地
の
従
業
員
、
経
営

陣
と
入
居
企
業
が
参
加
し
、
近
隣
地
域

社
会
の
生
徒
の
ニ
ー
ズ
を
確
実
に
満
た

す
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。 

　

W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
・
デ
ィ

ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
株
式
会
社
の
デ
ビ
ッ

ド
・
ナ
ー
ド
ン
工
業
・
国
際
担
当
グ
ル
ー

プ
・
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
は
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
ま
す
。「
子
ど
も
た
ち
に
教

育
を
施
す
こ
と
に
よ
り
、
将
来
の
機
会

へ
と
つ
な
が
る
ド
ア
を
子
供
た
ち
に
与

え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
私
た
ち
は
こ

W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
ゾ
ー
ン
1 

ー 

ゲ
ア
ン
が
販
売
開
始

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
本
か
ら
の
直
接
投
資
家
を
歓
迎

ス
マ
ー
ト
・
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス

W
H
A
グ
ル
ー
プ
が
教
育
と
持
続
可
能
な
社
会
の
発
展
を
支
援

2
0
1
9
年
度
学
校
教
育
支
援
年
次
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
67
の
学
校
に
備
品
と
学
用
品
を
提
供

　

W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
・
デ
ィ
ベ
ロ
ッ

プ
メ
ン
ト
株
式
会
社
の
ア
ン
チ
ャ
リ
ー
・
プ
ラ

サ
ー
ト
チ
ャ
ン
国
際
担
当
部
長
と
湯
浅
謙
一
日

系
法
人
担
当
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
先
日
、
ベ
ト
ナ

ム
中
央
北
部
の
ゲ
ア
ン
省
で
開
催
さ
れ
た
「
ゲ

ア
ン 

ー  

日
本
会
議
：
協
力
と
開
発
」
に
来
賓

と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
会
議
で
は
、
ベ
ト
ナ
ム
国
内
と
海
外
の

投
資
家
に
と
っ
て
魅
力
的
な
投
資
先
に
な
り
つ

つ
あ
る
ゲ
ア
ン
で
新
た
な
投
資
機
会
を
模
索
し

て
い
る
様
々
な
業
界
の
日
本
人
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン

が
一
堂
に
会
し
ま
し
た
。
ア
ン
チ
ャ
リ
ー
部
長

は
ス
ピ
ー
チ
の
中
で
、
ゲ
ア
ン
の
投
資
家
で
あ

る
と
同
時
に
主
要
な
パ
ー
ト
ナ
ー
で
も
あ

る
W
H
A
グ
ル
ー
プ
の
経
験
に
つ
い
て
語

り
ま
し
た
。
同
部
長
は
W
H
A
グ
ル
ー
プ

の
画
期
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る

W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
ゾ
ー
ン
1 

ー  

ゲ
ア
ン
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。
こ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
完
成
時
に
3,
2
0
0
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
規
模
に
な
る
こ
と
が
見
込
ま

れ
、
ベ
ト
ナ
ム
中
央
北
部
で
最
大
の
世
界

水
準
の
工
業
区
に
な
り
ま
す
。

　

ア
ン
チ
ャ
リ
ー
部
長
は
次
の
よ
う
に
述

べ
ま
し
た
。「
ゲ
ア
ン
は
戦
略
的
な
製
造
拠

点
と
し
て
急
速
に
人
気
が
高
ま
っ
て
お
り
、

こ
の
地
域
で
非
常
に
良
い
評
判
を
得
て
い

ま
す
。
省
政
府
は
道
路
、
海
路
、
鉄
道
お

よ
び
空
路
に
よ
る
物
流
を
改
善
す
る
努
力

を
続
け
て
お
り
、
そ
れ
が
投
資
家
に
と
っ

て
の
ゲ
ア
ン
の
魅
力
を
一
段
と
高
め
て
い

ま
す
。」
ま
た
、
同
部
長
は
日
本
の
ビ
ジ
ネ

ス
マ
ン
に
対
し
て
次
の
よ
う
に
説
明
し
ま

し
た
。「
W
H
A
と
し
て
は
、
タ
イ
で
30
年

以
上
に
わ
た
っ
て
培
っ
た
知
識
と
経
験
を

ベ
ト
ナ
ム
で
生
か
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
最

善
の
手
法
を
用
い
て
環
境
面
で
持
続
可
能
な
工

業
開
発
を
推
進
し
ま
す
。」

　

こ
の
会
議
の
後
、
会
議
参
加
者
の
代
表
団
は

ア
ン
チ
ャ
リ
ー
部
長
と
湯
浅
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

案
内
に
よ
り
W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
ゾ
ー

ン
・
フ
ェ
ー
ズ
1
の
見
学
を
行
い
ま
し
た
。　

　

フ
ェ
ー
ズ
1
の
開
発
面
積
は
4
9
8
ヘ
ク
タ
ー

ル
で
、
工
業
用
地
、
倉
庫
、
賃
貸
用
工
場
等
を

ベ
ト
ナ
ム
国
内
と
海
外
の
投
資
家
に
提
供
す
る

態
勢
が
す
で
に
整
っ
て
い
ま
す
。
湯
浅
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ま
し
た
。

「
W
H
A
の
基
本
理
念
に
つ
い
て
説
明
し
、
タ
ー

ゲ
ッ
ト
産
業
と
ハ
イ
テ
ク
産
業
を
含
む
様
々
な

分
野
の
製
造
/
サ
ー
ビ
ス
企
業
を
迎
え
る
準
備

が
整
っ
て
い
る
こ
と
を
伝
え
た
と
こ
ろ
、
日
本

の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
は
非
常
に
好
意
的
で
理
解
あ

る
態
度
を
示
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ゲ
ア
ン
で
の

投
資
は
人
的
資
源
、
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク

チ
ャ
ー
、
ゲ
ア
ン
省
政
府
の
優
遇
税
制
と
投
資

奨
励
策
な
ど
の
点
で
非
常
に
魅
力
的
で
す
。
弊

社
は
近
い
将
来
に
こ
れ
ら
日
本
人
ビ
ジ
ネ
ス
マ

ン
を
お
客
様
と
し
て
お
迎
え
で
き
る
日
を
待
ち

望
ん
で
い
ま
す
。」

の
有
意
義
な
目
的
の
た
め
に
毎
年
弊
社

を
支
援
し
て
く
だ
さ
る
工
業
団
地
入
居

企
業
の
皆
様
に
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。
私
た
ち
は
若
い
生
徒
た
ち
が
学
業

で
良
い
成
績
を
修
め
て
幸
福
感
を
促
進

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
協
力
し
て
支

援
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
社
会
の
持

続
可
能
性
を
高
め
る
役
割
を
果
た
し
ま

す
。  

こ
れ
に
よ
り
、
生
徒
た
ち
が
青

年
に
成
長
し
た
と
き
に
、
高
収
入
が
得

ら
れ
る
技
能
を
身
に
付
け
や
す
く
な
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
技
能
は
特
に
東
部

人々の生活文化の向上に応えたい。
日本シェア首位の企業がタイにかける思い

ベ
ト
ナ
ム
中
央
北
部
の
ゲ
ア
ン
省
と
日
本
と
の
協
力
、

　
　
　
　
　
投
資
お
よ
び
貿
易
の
促
進
を
目
的
と
し
た
会
議
に
W
H
A
が
参
加

経
済
回
廊（
E
E
C
）で
需
要
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
。」        

　

W
H
A
グ
ル
ー
プ
の
学
校
教
育
支
援

年
次
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
勉
学
、
ス
ポ
ー

ツ
、
美
術
、
音
楽
、
社
会
開
発
な
ど
を

網
羅
す
る
広
範
囲
な
学
習
活
動
を
支
援

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
地
域
の
学

校
で
学
ぶ
22
万
名
以
上
の
生
徒
が
こ
の

取
り
組
み
の
恩
恵
を
受
け
て
い
ま
す
。  

弊
社
は
家
族
を
助
け
る
た
め
に
良
い
職

を
見
つ
け
、
自
ら
が
将
来
に
お
い
て
生

産
的
な
社
会
貢
献
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
若
者
を
訓
練
す
る
包
括
的
な

教
育
が
持
つ
力
を
確
信
し
て
い
ま
す
。 

　

ア
セ
ア
ン
接
続
性
の
展
望
と
、
東
南

ア
ジ
ア
諸
国
を
相
互
に
結
ぶ
こ
と
を
目

指
す
中
国
の
「
一
帯
一
路
イ
ニ
シ
ア

テ
ィ
ブ
」（
B
R
I
）
は
輸
出
と
E
コ

マ
ー
ス
活
動
の
重
要
な
地
域
ハ
ブ
と
し

て
の
タ
イ
に
更
な
る
恩
恵
を
与
え
、
タ

イ
の
物
流
業
者
に
よ
り
多
く
の
ビ
ジ
ネ

ス
機
会
を
も
た
ら
し
ま
す
。
そ
の
一
方

で
、
タ
イ
の
企
業
家
は
業
界
専
門
家
で

最
先
端
技
術
を
十
分
に
備
え
た
世
界
的

な
主
要
企
業
が
も
た
ら
す
新
た
な
課
題

に
直
面
す
る
で
し
ょ
う
。
新
た
な
バ

リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
で
競
争
力
を
維
持
す

る
た
め
に
、
タ
イ
の
業
者
は
変
化
し
続

け
る
様
々
な
条
件
に
応
じ
て
素
早
く
適

合
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

一
般
に
物
流
活
動
で
は
業
務
全
体
を

通
じ
て
効
率
を
最
大
限
に
高
め
る
た
め

に
様
々
な
当
事
者
間
の
高
度
な
協
力
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
物
流
会

社
に
と
っ
て
は
輸
送
設
備
の
共
有
に
関

し
て
パ
ー
ト
ナ
ー
関
係
を
結
ん
で
協
力

し
合
う
の
が
普
通
で
、
特
定
の
経
路
や

特
別
な
種
類
の
製
品
の
配
送
を
他
の
業

者
に
外
注
す
る
こ
と
さ
え
あ
り
ま
す
。

そ
の
結
果
、
経
路
全
体
を
1
つ
の
業
者

で
配
送
す
る
場
合
に
比
べ
て
業
務
全
体

の
コ
ス
ト
効
率
が
高
く
な
り
ま
す
。
こ

の
傾
向
は
業
界
全
体
に
広
が
っ
て
い
る

た
め
、
革
新
的
な
技
術
を
持
つ
タ
イ
の

物
流
会
社
は
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
と
し
て

バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
に
即
座
に
加
わ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
同
様
に
、「
ス
マ
ー

ト
・
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
」
ま
た
は
「
ロ

ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
4
・
0
」
に
向
け
た
戦

略
を
策
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
シ
ス
テ

ム
と
情
報
を
異
な
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
間
で
シ
ー
ム
レ
ス
に
接
続
・
共
有
で

き
る
た
め
、
従
来
の
物
流
業
者
は
こ
れ

ら
の
大
企
業
と
パ
ー
ト
ナ
ー
関
係
を
結

ぶ
こ
と
が
可
能
に
な
る
で
し
ょ
う
。
こ

れ
に
よ
り
協
力
を
阻
む
障
壁
が
大
幅
に

削
減
さ
れ
、
企
業
間
の
競
争
が
少
な
く

な
り
ま
す
。 

　

企
業
が
ど
の
市
場
で
事
業
を
営
ん
で

い
る
か
、
あ
る
い
は
過
去
に
お
い
て
ど

れ
ほ
ど
大
き
な
成
功
を
収
め
た
か
に
か

か
わ
ら
ず
、
変
化
は
常
に
避
け
ら
れ
な

い
も
の
で
、
私
た
ち
は
そ
れ
に
対
処
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
再
度
強
調

し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
デ
ィ
ス

ラ
プ
シ
ョ
ン
が
す
で
に
新
た
な
常
識
と

な
っ
た
こ
の
デ
ジ
タ
ル
時
代
で
生
き
残

り
、
競
争
力
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、

動
的
な
環
境
を
理
解
し
て
迅
速
に
適
合

す
る
こ
と
が
可
能
な
範
囲
で
最
善
の
方

法
で
す
。

WHAのブースを訪れたゲアン省人民委員会の Le Ngoc 
Hoa 副委員長（右側）を歓迎するWHAインダストリア
ル・ディベロップメント株式会社のアンチャリー・プラ
サートチャン国際担当部長（左側）

Nguyen Xuan Son ゲアン省党委員会常任
副事務局長兼ゲアン省人民評議会議長（右
から 2 人目）と Nguyen Hai Duong ゲア
ン省外務局長（右端）に、WHA インダス
トリアルゾーン 1 ‒ ゲアンについて説明す
る WHA インダストリアル・ディベロップ
メント株式会社の湯浅謙一日系法人担当ア
ドバイザー（左端）とアンチャリー・プラ
サートチャン国際担当部長

（
1
ペ
ー
ジ
よ
り
続
く
）

　

W
H
A
U
P
の
子
会
社
で
あ
る
W
H
A
ウ
ォ
ー
タ
ー
株
式
会
社

は
先
日
G
P
S
C
と
の
間
で
脱
塩
水
の
販
売
契
約
を
締
結
し
ま
し

た
。
契
約
期
間
は
15
年
間
で
、
G
P
S
C
の
当
初
の
注
文
量
は
1

年
あ
た
り
1
5
0
万
㎥
で
す
。
こ
の
契
約
に
よ
る
商
業
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
は
2
0
1
9
年
10
月
18
日
か
ら
開
始
さ
れ
ま
す
。
脱
塩
水

の
供
給
は
同
社
の
最
新
の
サ
ー
ビ
ス
で
、
公
共
イ
ン
フ
ラ
サ
ー
ビ

ス
の
総
合
的
な
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
に
な
る
と
い
う

同
社
の
強
い
決
意
を
反
映
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
同
社
は
今
年
前
半
に
G
C
オ
キ
シ
ラ
ン
株
式
会
社

（
G
C
O
）
と
の
間
で
浄
化
水
の
販
売
契
約
を
結
び
ま
し
た
。

G
C
O
は
酸
化
プ
ロ
ピ
レ
ン
の
製
造
・
販
売
会
社
で
、
年
間
約

3
6
0
万
㎥
の
水
を
必
要
と
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
同
社
は
G
C
ポ

リ
オ
ー
ル
ズ
株
式
会
社
（
G
C
P
）
と
も
契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。

G
C
P
は
ポ
リ
エ
ー
テ
ル
ポ
リ
オ
ー
ル
の
製
造
・
販
売
会
社
で
、

ジ
ャ
リ
ー
ポ
ー
ン
・
ジ
ャ
ル
コ
ー
ン
サ
ク
ン

会
長
兼
グ
ル
ー
プ
C
E
O

W
H
A
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社

年
間
約
30
万
㎥
の
水
を
必
要
と
し
ま
す
。
こ
れ
ら
2
社
が
生
産
工

程
で
水
を
使
い
始
め
る
の
は
2
0
1
9
年
12
月
に
な
る
見
込
み
で

す
。
新
た
な
顧
客
企
業
3
社
は
い
ず
れ
も
W
H
A
イ
ー
ス
タ
ン
工

業
団
地
（
マ
プ
タ
プ
ッ
ト
）
の
入
居
企
業
で
す
。

　

W
H
A
U
P
の
C
E
O
は
公
共
イ
ン
フ
ラ
分
野
で
の
海
外
投

資
、
特
に
ベ
ト
ナ
ム
に
お
い
て
同
社
が
ベ
ト
ナ
ム
の
W
H
A
イ
ン

ダ
ス
ト
リ
ア
ル
ゾ
ー
ン
1 Cua Lo 

ゲ
ア
ン
で
公
共
イ
ン
フ
ラ

サ
ー
ビ
ス
事
業
を
運
営
す
る
た
め
の
免
許
を
す
で
に
取
得
済
み
だ

と
述
べ
ま
し
た
。
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
子
会
社
の
「
W
H
A
U
P
ゲ

ア
ン
株
式
会
社
」
の
運
営
に
よ
る
も
の
で
、
現
在
開
発
が
進
め
ら

れ
て
お
り
、
今
年
の
第
3
四
半
期
に
本
格
稼
働
を
開
始
す
る
見
込

み
で
す
。

　

こ
れ
に
加
え
て
、
同
社
は
ベ
ト
ナ
ム
の
ゲ
ア
ン
に
あ
る
水
道
供

給
会
社
、
ク
ア
ロ
ウ
ォ
ー
タ
ー
・
サ
プ
ラ
イ
株
式
会
社
（「Cua 

Lo

」）
へ
の
投
資
も
実
施
し
ま
し
た
。
ク
ア
ロ
社
の
生
産
能
力
は

現
在
の
と
こ
ろ
1
日
あ
た
り
3,
0
0
0
㎥
で
す
が
、

生
産
能
力
の
増
強
を
進
め
て
お
り
、
今
年
の
第
2

四
半
期
中
に
1
日
あ
た
り
1
万
3,
0
0
0
㎥
と
な

る
予
定
で
す
。
こ
れ
は
海
外
、
特
に
C
L
M
V
諸

国
（
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ラ
オ
ス
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
ベ

ト
ナ
ム
）
で
事
業
を
拡
大
す
る
と
い
う
同
社
の
方

針
に
沿
っ
た
も
の
で
す
。

　

計
画
ど
お
り
に
成
長
が
実
現
す
れ
ば
、

2
0
1
9
年
に
お
け
る
W
H
A
U
P
の
公
共
イ
ン

フ
ラ
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
全
体
的
な
見
通
し
は
黒
字

化
し
ま
す
。
3
社
の
新
規
顧
客
へ
の
サ
ー
ビ
ス
提

供
に
加
え
て
、
同
社
は
水
を
継
続
的
に
必
要
と
す

る
新
た
な
見
込
み
顧
客
お
よ
び
既
存
顧
客
と
の
交

渉
を
進
め
て
い
ま
す
。

W
H
A
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
ー
ズ
・
ア
ン
ド
・
パ
ワ
ー
株
式
会
社
の

ウ
ィ
サ
ー
ト
・
チ
ュ
ン
ワ
タ
ナ
最
高
経
営
責
任
者
（
C
E
O
）
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1

WHA GROUP ニュースダイジェストWHA GROUP ニュースダイジェスト

WHA グループは先日、赤十字社ラヨーン県支部と協力して WHA イースタン工業団地（マプタプット）（WHA EIE）
において 40 回目となる献血活動を開催しました。WHA の従業員、入居企業関係者、地方自治体職員、地域住民な
ど195 名の協力を得て合計 8 万 6,450cc の血液が集められました。この活動は血液の供給を守り、輸血を必要とす
る地域住民の命を救うのに役立ちます。

アサンプション大学の1989年度卒業生一行が
WHAイースタン・シーボード工業団地1とイースタン・シーボード工業団地（ラヨーン）を訪問
アサンプション大学の1989年度卒業生一行が
WHAイースタン・シーボード工業団地1とイースタン・シーボード工業団地（ラヨーン）を訪問

海外の航空・宇宙産業の代表団が先日WHAイースタン・シーボード工業団地1（WHA ESIE 1）とイースタン・シーボード工業
団地（ラヨーン）を訪問し、WHAコーポレーション株式会社のシヤパス・チャンタチャイロート法人マーケティング担当取締役
（中央）による歓迎を受けました。一行は航空宇宙分野のサプライヤー企業、オマダ・インターナショナル（タイランド）株式会
社が誇る最先端の施設の総合的な見学などを行いました。同代表団は航空宇宙製造部門の堅固な成長ぶりを視察し、タイ国
内の投資機会を探ることを目的としてタイを訪れました。

メーナム・フォーラムのメンバーが
WHAインダストリアル・ディベロップメント社を訪問
メーナム・フォーラムのメンバーが
WHAインダストリアル・ディベロップメント社を訪問

メーナム・フォーラム・ネットワークの日本人訪問団がEECを訪
れ、WHAコーポレーション株式会社のパッタヤ・ムンコーン法人
マーケティング担当マネージャーによる歓迎を受けました。同グ
ループはWHAイースタン・シーボード工業団地1（WHA ESIE 1）
とイースタン・シーボード工業団地（ラヨーン）の総合的な現地ツ
アーを行い、最先端技術を利用するターゲット産業のために役立
てる準備が整っている世界水準のインフラストラクチャとサービ
スを見学しました。

ティー・ロウ・プライス社の経営幹部が 
WHA ESIE 1とESIE（ラヨーン）を訪問
ティー・ロウ・プライス社の経営幹部が 
WHA ESIE 1とESIE（ラヨーン）を訪問

世界的な投資マネージメント会社であるティー・ロウ・プライス社
のポートフォリオ・マネージャーを務めるジャイ・カパディア氏（左
から2人目）をはじめとする一行がWHAコーポレーション株式会
社の工業団地を訪問し、シヤパス・チャンタチャイロート法人マー
ケティング担当取締役（右から2人目）による歓迎を受けました。こ
の訪問はゴールドマン・サックス（シンガポール）社の招待により
行われたもので、一行はWHAイースタン・シーボード工業団地の
詳細な見学を行い、顧客の投資機会を検討しました。

コンチネンタル社が起工式を開催 
WHAイースタン・シーボード工業団地4で二輪車用タイヤ工場を建設
コンチネンタル社が起工式を開催 
WHAイースタン・シーボード工業団地4で二輪車用タイヤ工場を建設

世界水準のタイヤメーカーであるコンチネンタル・タ
イヤ（タイランド）株式会社は先日、ラヨーン県の
WHAイースタン・シーボード工業団地4（WHA 
ESIE 4）において二輪車用タイヤ工場の起工式を開
催しました。新工場は2019年3月に稼働を開始した
乗用車用タイヤ工場の隣接地に建設され、最新技術
を完備します。2021年に完成する予定で、コンチネ
ンタル社は自動車市場で拡大しつつある顧客需要に
十分に応えることが可能になります。

WHAインダストリアル・ディベロップメント社がCLMVセミナーに参加WHAインダストリアル・ディベロップメント社がCLMVセミナーに参加

アセアン最大規模の業務委託分野の見本市である「SUBCONタ
イランド2019」の一環として開催された「CLMV市場：この市場
に投資して成功する方法」（CLMV Market: How to Invest 
and Succeed in this Market）と題するセミナーで、WHAイン
ダストリアル・ディベロップメント株式会社のウィワット・ジラティ
カーンサクン工業・国際担当最高執行責任者（左から2人目）が
ゲストスピーカーの1人として講演を行いました。ウィワットCOO
はベトナムにおける事業の成長と主な投資トレンドの概要につい
て説明し、この市場で成功を収めるためのベストプラクティスに
ついて語りました。

WHA ユーティリティーズ・アンド・パワー株式会
社（WHAUP）、ガルフ・エナジー・ディベロップメ
ント株式会社（ガルフ）、MITG（タイランド）株式会
社（MITG）の大手エネルギー企業 3 社の業務提携
により設立されたガルフ WHA MT ナチュラルガ
ス・ディストリビューション株式会社（「ガルフ
WHA MT」）は先日、ラヨーンのプルアック・デー
ン地区にある WHA イースタン・シーボード工業
団地 4（WHANGD 4）で天然ガス配送サービスを
開始しました。この新規プロジェクトは年間 200
万MMBTUの天然ガスを配送する能力を持ち、東
部経済回廊（EEC）にあるWHAグループの工業団
地における各業界のエネルギー需要に継続的に対
応します。最初のプロジェクトは昨年後半に WHA
イースタン・シーボード工業団地 2（WHANGD 
2）で開始されました。

E
E
C
の
玄
関
口
、
バ
ン
ナ
ー
の
W
H
A
タ
ワ
ー
建
設
工
事
が

                                

順
調
に
進
捗 

2
0
2
0
年
末
に
完
成
予
定

CSR

Industrial Development WHA UP

　

タ
イ
に
お
け
る
完
全
に
統
合
さ
れ
た

物
流
、
工
業
団
地
、
公
共
イ
ン
フ
ラ
と

電
力
、
お
よ
び
デ
ジ
タ
ル
・
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
の
リ
ー
ダ
ー
企
業
で
あ
る

W
H
A
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社

（
W
H
A
グ
ル
ー
プ
）
は
、
新
た
な
本
社

ビ
ル
と
し
て
テ
ッ
パ
ラ
ッ
ト
通
り
（
旧

称
「
バ
ン
ナ
ー
・
ト
ラ
ッ
ド
」）
K
M  

7
に
建
設
中
の
W
H
A
タ
ワ
ー
が
入
居

WHAUPが脱塩水の販売でGPSCと契約締結WHAUPが脱塩水の販売でGPSCと契約締結

WHAユーティリティーズ・アンド・パワー株式会社（WHAUP）のウィ
サート・チュンワタナ最高経営責任者（中央右側）、グローバル・パワー・
シナジー株式会社（GPSC）のチャワリット・ティッパワニット最高経営
責任者兼社長（中央左側）とソムキアット・マスンタスウン事業開発・
企業戦略担当執行副社長は先日15 年間にわたってGPSCに脱塩水を
販売する契約を締結しました。GPSC の当初の発注は年間 150 万㎥と
なります。商業サービスの提供は2019 年10月に開始されます。

WHAUPがPTTに祝意を表明
インテリジェント・オペレーションセンターの起工式で
WHAUPがPTTに祝意を表明
インテリジェント・オペレーションセンターの起工式で

WHAユーティリティーズ・アンド・パワー株式会社のウィサート・チュ
ンワタナ最高経営責任者（中央右側）は先日ワラノン・ラオスワン公
共インフラサービス・プロジェクト開発担当取締役と共にラヨーン県ワ
ンチャン・バレー・プロジェクトのEECi でインテリジェント・オペレー
ションセンターの起工式に出席し、PTT 株式会社のウィッタワット・
スワスティ・チュート最高技術・エンジニアリング責任者（中央左側）
に祝意を伝達しました。

WHAUPがガルフ - MITGと提携して
WHAイースタン・シーボード工業団地4（WHANGD 4）で天然ガス配送を正式に開始
WHAUPがガルフ - MITGと提携して
WHAイースタン・シーボード工業団地4（WHANGD 4）で天然ガス配送を正式に開始

希
望
企
業
か
ら
強
い
関

心
を
集
め
て
い
る
こ
と

を
明
ら
か
に
し
ま
し

た
。
こ
の
25
階
建
の
ビ

ル
は
5
万
2,
0
0
0
㎡

を
超
え
る
柔
軟
性
の
高

い
オ
フ
ィ
ス
ス
ペ
ー
ス

を
提
供
し
、
創
造
、
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進

す
る
た
め
に
共
用
の

オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
も

設
け
ら
れ
ま
す
。
こ
の

モ
ダ
ン
な
コ
ン
セ
プ
ト

は
相
互
作
用
を
促
進
す

る
オ
ー
プ
ン
プ
ラ
ン
の

職
場
を
必
要
と
す
る
一

般
企
業
、
多
国
籍
企
業

（
M
N
C
）、
技
術
S
M
E

と
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企

業
に
最
適
で
す
。

　

W
H
A
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会

社
の
ジ
ャ
リ
ー
ポ
ー
ン
・
ジ
ャ
ル
コ
ー

ン
サ
ク
ン
会
長
兼
グ
ル
ー
プ
C
E
O
（
中

央
）
は
W
H
A
タ
ワ
ー
の
リ
ー
ス
総
代

理
店
と
し
て
の
業
務
を
J
L
L 

に
委
託

し
た
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。
W
H
A

タ
ワ
ー
は
仕
事
、
健
康
、
そ
し
て
遊
び

を
楽
し
む
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
組
み
合

わ
せ
た
グ
レ
ー
ド
A
の
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル

で
バ
ン
ナ
ー
地
域
に
立
地
し
ま
す
。
こ

の
発
表
に
は
J
L
L
の
ス
ピ
ン
・
メ
チ
ュ

チ
ェ
ッ
プ
常
務
取
締
役
（
左
か
ら
2
人

目
）、
W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
・
デ
ィ

ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
株
式
会
社
の
デ
ビ
ッ

ド
・
ナ
ー
ド
ン
海
外
・
国
際
担
当
グ
ル
ー

プ
・
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
（
右
か
ら
2
人

目
）、
シ
ヤ
パ
ス
・
チ
ャ
ン
タ
チ
ャ
イ
ロ
ー

ト
法
人
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
担
当
取
締
役

（
右
端
）、
お
よ
び
J
L
L
の
ユ
パ
・
サ

テ
ィ
エ
ン
パ
バ
ユ
ッ
ト
・
オ
フ
ィ
ス
リ
ー

シ
ン
グ
責
任
者
（
左
端
）
が
同
席
し
ま

し
た
。

　

W
H
A
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会

社
の
ジ
ャ
リ
ー
ポ
ー
ン
・
ジ
ャ
ル
コ
ー

ン
サ
ク
ン
会
長
兼
グ
ル
ー
プ
C
E
O
は
、

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。「
テ
ッ
パ

ラ
ッ
ト
通
り
（
バ
ン
ナ
ー
・
ト
ラ
ッ
ド
）

の
戦
略
的
な
場
所
に
立
地
し
、
弊
社
の

新
た
な
本
社
と
な
る
グ
レ
ー
ド
A
の
オ

フ
ィ
ス
ビ
ル
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ

い
て
、
私
た
ち
は
興
奮
を
抑
え
き
れ
ま

せ
ん
。
W
H
A
グ
ル
ー
プ
は
こ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
リ
ー
ス
総
代
理
店
と
し
て

国
際
的
な
大
手
不
動
産
サ
ー
ビ
ス
会
社

で
あ
る
J
L
L
を
パ
ー
ト
ナ
ー
と
す
る

こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。
弊

WHAグループが40回目の献血活動を開催 
ラヨーン赤十字社と共同で　
WHAグループが40回目の献血活動を開催 
ラヨーン赤十字社と共同で　

WHA コーポレーション株式会社のシヤパス・チャンタチャイロート法人マーケティング担当取締役（3 列目中央）と WHA
インダストリアル・ディベロップメント株式会社のスンヤ・バオプーントーン総務部長（3列目、左から4人目）は先日、ラヨー
ン県にあるバン・ノン・ライ学校に新たに設置された防鳥ネットの贈呈式に出席しました。このプロジェクトは WHA グルー
プと WHA インベスターズ・クラブおよび慈善ゴルフイベントの寛大な寄付者から寄せられた基金により実現したもので、生
徒のために安全で清潔な教室環境を創ることを目的としています。

WHAグループが安全で清潔な教室を提供
ラヨーンのバン・ノン・ライ学校に
WHAグループが安全で清潔な教室を提供
ラヨーンのバン・ノン・ライ学校に

社
は
近
代
的
な
ビ
ル
の
柔
軟
性
の
高
い

職
場
環
境
を
求
め
る
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な

企
業
を
対
象
と
し
た
オ
フ
ィ
ス
ス
ペ
ー

ス
の
提
供
を
間
も
な
く
開
始
し
ま
す
。  

こ
の
ビ
ル
は
ス
ポ
ー
ツ
エ
リ
ア
、
共
同

ス
ペ
ー
ス
、
雰
囲
気
の
よ
い
カ
フ
ェ
や

そ
の
他
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
な
ど
、
多

数
の
特
別
な
機
能
を
備
え
て
い
ま
す
。

そ
の
目
的
は
仕
事
、
健
康
、
そ
し
て
遊

び
を
楽
し
む
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
組
み

合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
、
優
れ
た
職

場
・
生
活
体
験
を
企
業
ユ
ー
ザ
ー
に
提

供
す
る
こ
と
で
す
。」

　

W
H
A
タ
ワ
ー
の
約
35
％
は
W
H
A

グ
ル
ー
プ
の
オ
フ
ィ
ス
で
占
め
ら
れ
ま

す
が
、
残
る
エ
リ
ア
は
主
に
W
H
A
の

顧
客
企
業
と
新
世
代
の
企
業
や
実
業
家

向
け
に
賃
貸
用
オ
フ
ィ
ス
ス
ペ
ー
ス
と

し
て
提
供
さ
れ
ま
す
。
テ
ッ
パ
ラ
ッ
ト

通
り
（
バ
ン
ナ
ー
・
ト
ラ
ッ
ド
）
K
M 

7
と
い
う
理
想
的
な
立
地
条
件
を
備
え

て
お
り
、
バ
ン
コ
ク
中
心
部
に
も
近
い

上
、
E
E
C
地
域
も
車
で
短
時
間
で
訪

れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ス
ワ
ン
ナ
プ
ー

ム
空
港
、
メ
ガ
・
バ
ン
ナ
ー
、
セ
ン
ト

ラ
ル
・
バ
ン
ナ
ー
、
多
数
の
住
宅
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
も
近
距
離
に
あ
り
、
バ
ン
コ

ク
と
主
要
幹
線
道
路
に
も
素
早
く
ア
ク

セ
ス
で
き
ま
す
。
こ
の
ビ
ル
は
効
率
を

最
大
限
に
高
め
る
べ
く
設
計
さ
れ
て
お

り
、
テ
ナ
ン
ト
と
訪
問
者
が
常
に
最
も

便
利
な
ル
ー
ト
を
選
択
可
能
で
す
。

　

未
来
志
向
の
W
H
A
タ
ワ
ー
は
風
景

の
中
に
そ
び
え
る
山
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

急
角
度
の
優
美
な
曲
線
が
特
徴
的
な
デ

　油圧配管部品、パワーステアリング用配管部品、パワーステアリングおよび
エンジン用無酸化銅ロー付け部品、シートベルトリトラクタ装置用配管部品を
製造するヤマセイ・タイ株式会社は先日、チョンブリにある WHA イースタン・
シーボード工業団地 2 の土地購入契約を締結しました。この工業用地には高性
能の製造施設が建設される予定です。これにより、イースタン・シーボード工
業団地（ラヨーン）に工場を持つ同社の事業運営が一段と強化されると共に、
生産能力の増強によってこの地域の顧客への製品供給の拡大が可能になります。

日本のバイオテクノロジー新興企業、スパイバー社は
WHA インダストリアル・ディベロップメント株式会社
が開発したイースタン・シーボード工業団地（ラヨーン）
に工場の起工式を開催しました。このプラントはスパイ
バー社にとって初めての海外設備で、微生物の発酵プ
ロセスによって生産される構造タンパク質「ブリュード・
プロテイン」を量産します。 生産したタンパク質は、ス
パイバー本社に輸送され、衣料や自動車部品など幅広
い産業用途に応じた素材に加工されます。 

カスタマーニュース

日本のスパイバー社がWHAの工業団地を選択
タイで初めての工場の建設地として
日本のスパイバー社がWHAの工業団地を選択
タイで初めての工場の建設地として

ヤマセイ・タイ社がWHAイースタン・シーボード
工業団地2の土地購入契約を締結

ヤマセイ・タイ社がWHAイースタン・シーボード
工業団地2の土地購入契約を締結

リ
ー
ス
総
代
理
店
の
J
L
L
は
同
タ
ワ
ー
の
開
発
に
よ
り

　
　
　
　
　
バ
ン
ナ
ー
に
お
け
る
グ
レ
ー
ド
A
オ
フ
ィ
ス
市
場
の
供
給
不
足
が
緩
和
さ
れ
る
と
予
測

ナッタパット・タンブーンエク氏が
WHAUPの新CFOに着任
ナッタパット・タンブーンエク氏が
WHAUPの新CFOに着任

WHA ユーティリティーズ・アンド・パワー社はベテラン・ビジネスマンであるナッ
タパット・タンブーンエク氏を新しい CFOとして迎えました。ナッタパット氏は資本
市場分野での広範な経験に加え、エネルギー部門の専門家でもあります。同氏は
着任と同時に WHAUP の公共インフラサービス事業とエネルギー事業の双方を推
進していきます。

　

バ
ン
コ
ク 

ー 

W
H
A
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
ー
ズ
・

ア
ン
ド
・
パ
ワ
ー
株
式
会
社
（
W
H
A
U
P
）
は
工

業
ユ
ー
ザ
ー
向
け
に
脱
塩
水
を
提
供
し
、
併
せ
て
浄

化
水
の
供
給
量
を
拡
大
す
る
た
め
の
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。
同
社
は
先
日
グ
ロ
ー
バ
ル
・
パ
ワ
ー
・
シ

ナ
ジ
ー
株
式
会
社
（
G
P
S
C
）
と
の
間
で
脱
塩
水

を
15
年
間
に
わ
た
っ
て
供
給
す
る
契
約
を
締
結
し
ま

し
た
。
ウ
ィ
サ
ー
ト
・
チ
ュ
ン
ワ
タ
ナ
最
高
経
営
責

任
者
（
C
E
O
）
は
同
社
の
事
業
が
今
年
大
幅
な
成

長
を
遂
げ
、
水
の
販
売
量
と
廃
水
処
理
量
に
つ
い
て

は
1
億
2,
0
0
0
万
㎥
の
目
標
を
達
成
で
き
る
と
述

べ
、
自
信
の
ほ
ど
を
示
し
ま
し
た
。
ま
た
、
同

C
E
O
は
ベ
ト
ナ
ム
で
の
水
道
事
業
が
2
0
1
9
年

第
3
四
半
期
か
ら
徐
々
に
稼
働
開
始
す
る
と
述
べ
ま

し
た
。

　

W
H
A
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
ー
ズ
・
ア
ン
ド
・
パ
ワ
ー

株
式
会
社
（
W
H
A
U
P
）
の
ウ
ィ
サ
ー
ト
・
チ
ュ

ン
ワ
タ
ナ
最
高
経
営
責
任
者
は
2
0
1
9
年
の
公
共

イ
ン
フ
ラ
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
見
通
し
に
つ
い
て
、
水

の
目
標
販
売
量
を
前
年
の
1
億
5
0
0
万
㎥
か
ら

10
％
増
の
1
億
2,
0
0
0
万
㎥
と
す
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
W
H
A
の
工
業
団
地
に
お

け
る
既
存
顧
客
と
新
規
顧
客
両
方
か
ら
の
水
の
需
要

が
継
続
的
に
増
加
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

ザ
イ
ン
で
、
一
貫
性
と
豊
か
さ
を
表
し

て
い
ま
す
。
三
角
形
の
パ
タ
ー
ン
か
ら

成
る
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
よ
う
な
細
長
い

ジ
オ
デ
シ
ッ
ク
ド
ー
ム
が
上
に
向
か
っ

て
伸
び
て
お
り
、
山
の
頂
上
を
目
指
し

て
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
駆
け
上
っ
て
い
る
か

の
よ
う
に
見
え
ま
す
。

　

W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
・
デ
ィ

ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
株
式
会
社
の
デ
ビ
ッ

ド
・
ナ
ー
ド
ン
工
業
・
国
際
担
当
グ
ル
ー

プ
・
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
は
次
の
よ
う
に

説
明
し
て
い
ま
す
。「
バ
ン
ナ
ー
の
最
も

新
し
い
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
で
あ
る
W
H
A

タ
ワ
ー
は
仕
事
と
生
活
に
関
す
る
解
決

策
を
提
供
し
ま
す
。
受
賞
歴
を
持
つ
パ

ル
マ
ー
＆
タ
ー
ナ
ー
（
タ
イ
ラ
ン
ド
）

社
に
よ
る
設
計
に
は
全
入
居
者
の
生
産

性
を
高
め
る
仕
様
が
盛
り
込
ま
れ
て
お

り
、
最
先
端
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
完
備

し
た
ビ
ル
と
な
り
ま
す
。
空
港
に
近
く
、

E
E
C
の
玄
関
口
で
も
あ
る
バ
ン
ナ
ー

に
位
置
す
る
こ
の
象
徴
的
な
ビ
ル
で
は

入
居
企
業
の
従
業
員
が
仕
事
と
生
活
の

バ
ラ
ン
ス
を
う
ま
く
取
っ
て
維
持
で
き

ま
す
。」  

　

J
L
L
の
ス
ピ
ン
・
メ
チ
ュ
チ
ェ
ッ

プ
常
務
取
締
役
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て

い
ま
す
。「
バ
ン
ナ
ー
地
区
は
多
種
多
様

な
業
種
の
企
業
を
引
き
付
け
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
企
業
の
多
く
は
東
部
臨
海
地

域
と
バ
ン
コ
ク
中
心
部
の
両
方
に
簡
単

に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
場
所
に
オ
フ
ィ
ス

を
置
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
ト
レ

ン
ド
は
東
部
経
済
回
廊
の
開
発
に
よ
っ

て
一
段
と
強
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、
バ

ン
コ
ク
郊
外
に
あ
り
、
イ
ン
フ
ラ
と
付

属
施
設
が
整
っ
て
い
て
賃
料
が
比
較
的

手
頃
な
オ
フ
ィ
ス
を
探
し
て
い
る
企
業

か
ら
の
需
要
も
増
え
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
企
業
の
多
く
は
バ
ン
コ
ク
中
心
部

の
外
側
に
バ
ッ
ク
オ
フ
ィ
ス
を
置
こ
う

と
考
え
て
い
る
大
手
企
業
で
す
。」

　

ス
ピ
ン
取
締
役
は
次
の
よ
う
に
付
け

加
え
て
い
ま
す
。「
し
か
し
、
バ
ン
ナ
ー

地
区
で
は
既
存
の
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
の
ほ

と
ん
ど
が
築
25
年
以
上
で
、
品
質
面
で

競
争
力
を
失
っ
て
お
り
、
質
の
高
い
オ

フ
ィ
ス
ス
ペ
ー
ス
の
供
給
不
足
に
陥
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
理
由
か
ら
、
弊

社
で
は
W
H
A
タ
ワ
ー
が
多
数
の
事
前

予
約
を
獲
得
し
、
2
0
2
0
年
の
完
成

時
に
は
空
室
率
が
ゼ
ロ
に
な
る
と
見
込

ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、

こ
の
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
す
で
に

国
際
的
な
大
企
業
か
ら
S
M
E
や
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
ま
で
様
々
な
企
業
か
ら

多
数
の
問
い
合
わ
せ
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。」

　

コ
ス
ト
効
率
が
高
く
環
境
に
優
し
い

ア
プ
ロ
ー
チ
が
採
用
さ
れ
た
最
先
端
の

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
完
備
し
た
W
H
A
タ

ワ
ー
は
2
0
2
0
年
中
の
完
成
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

都
市
化
と
産
業
化
の
急
速
な
進
展
に
よ
り
、
膨
大
な

量
の
廃
棄
物
が
生
み
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
あ
る
資
料
に

よ
る
と
、
2
0
1
7
年
に
タ
イ
で
は
合
計
約
2,
7
0
0

万
ト
ン
、
1
日
あ
た
り
に
換
算
す
る
と
7
万
4,
9
9
8

ト
ン
の
固
形
廃
棄
物
が
生
じ
ま
し
た
。
こ
れ
は
1
人
あ

た
り
1
日
に
1
・
13
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
廃
棄
物
を
生
み
出

し
た
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

　

タ
イ
で
は
年
間
3,
3
0
0
万
ト
ン
の
産
業
廃
棄
物
が

処
理
さ
れ
ま
す
が
そ
の
う
ち
3,
1
0
0
万
ト
ン
は
無
害

で
、
2
0
0
万
ト
ン
は
有
害
で
す
。
タ
イ
開
発
研
究
所

（
T
D
R
I
）
に
よ
る
と
大
量
の
有
害
な
産
業
廃
棄
物
が

不
法
投
棄
活
動
や
廃
棄
物
処
理
業
者
に
よ
っ
て
不
適
切

な
方
法
で
廃
棄
さ
れ
処
理
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と

は
過
去
1
年
間
に
ラ
ヨ
ー
ン
、
サ
ム
ッ
ト
プ
ラ
カ
ー
ン
、

廃
棄
物
管
理
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
54
号
：
2
0
1
9
年
6
月
19
日
水
曜
日

ジャリーポーン・ジャルコーンサクン
会長兼グループCEO
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チ
ョ
ン
ブ
リ
の
各
県
で
免
許
を
取
得
し
て
い
な
い
企
業

に
よ
る
不
法
投
棄
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
公
害
管
理
局
（
P
C
D
）
の
報
告
書
の
内
容

と
一
致
し
て
い
ま
す
。

　

廃
棄
物
管
理
の
問
題
に
対
処
す
る
た
め
に
は
体
系
的

な
手
法
が
必
要
で
す
。
最
新
の
技
術
を
利
用
す
る
処
理

サ
ー
ビ
ス
業
者
の
数
を
増
や
す
必
要
が
あ
る
の
で
す
。

現
在
、
こ
の
よ
う
な
業
者
は
非
常
に
少
な
い
た
め
、
業

界
を
独
占
し
て
料
金
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
傾
向
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
問
題
は
最
新
の
廃
棄
物
管
理
手
法
を
利

用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
対
処
で
き
、
最
も
優
れ
た
技
術

の
1
つ
は
ゴ
ミ
を
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
換
す
る

廃
棄
物
発
電
で
す
。

　

技
術
的
に
最
も
進
ん
だ
国
々
で
は
す
で
に
極
め
て
効

率
の
高
い
廃
棄
物
処
理
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
て
い
ま

す
。
欧
州
で
は
多
数
の
国
が
固
形
廃
棄
物
の
処
理
に
関

す
る
法
律
を
施
行
し
、
有
害
物
を
生
じ
さ
せ
た
者
が
自

費
で
廃
棄
物
処
理
の
責
任
を
負
う
こ
と
を
義
務
付
け
て

い
ま
す
。
例
え
ば
、
ド
イ
ツ
は
廃
棄
物
処
理
が
高
度
に

組
織
化
さ
れ
た
国
で
す
が
、
民
間
部
門
に
対
し
て
こ
の

問
題
へ
の
投
資
を
奨
励
し
て
い
ま
す
。
こ
の
方
法
に
よ

り
政
府
に
は
廃
棄
物
処
理
に
関
連
す
る
膨
大
な
電
気
代

の
負
担
が
か
か
り
ま
せ
ん
。 

　

タ
イ
に
お
い
て
は
2
0
1
5
〜
2
0
3
6
年
代
替
エ
ネ

ル
ギ
ー
開
発
計
画
（
A
E
D
P
2
0
1
5
）
お
よ
び

2
0
1
8
〜
2
0
3
7
年
電
力
開
発
計
画
（
P
D
P　

2
0
1
8
）
に
よ
っ
て
廃
棄
物
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
電

力
量
が
そ
れ
ぞ
れ
5
5
0
メ
ガ
ワ
ッ
ト
、
5
2
0
メ
ガ

ワ
ッ
ト
に
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
こ
れ
で
は
不
十

分
で
さ
ら
に
高
い
数
量
目
標
を
定
め
る
必
要
が
あ
る
と

私
は
考
え
て
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
各
自
治
体
の
固
形
廃

棄
物
と
産
業
廃
棄
物
の
増
加
が
国
に
と
っ
て
大
き
な
問

題
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
こ
の
件
に
関
し
て
は
、

増
え
続
け
る
廃
棄
物
を
高
度
な
技
術
を
用
い
て
処
理
で

き
る
廃
棄
物
発
電
所
を
建
設
す
る
こ
と
に
よ
り
東
部
経

済
回
廊
（
E
E
C
）
が
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
に
な
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
相
当
な
量
の
電
力
を
供

給
し
、
E
E
C
に
お
け
る
投
資
拡
大
の
た
め
に
政
府
が

景
気
刺
激
計
画
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
で
高
ま
り
つ
つ

あ
る
産
業
部
門
の
電
力
需
要
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

廃
棄
物
を
電
力
に
変
換
す
る
こ
と
は
、
膨
大
な
量
の

廃
棄
物
の
問
題
に
取
り
組
む
1
つ
の
方
法
に
す
ぎ
ま
せ

ん
。
廃
棄
物
管
理
の
問
題
の
監
視
に
関
わ
る
よ
う
人
々

を
促
す
た
め
に
、
デ
ー
タ
開
示
を
含
む
厳
格
な
管
理
も

必
要
で
す
。
透
明
性
と
効
率
の
改
善
に
よ
り
タ
イ
の
環

境
浄
化
を
進
め
て
持
続
可
能
性
を
高
め
る
こ
と
が
可
能

に
な
り
ま
す
。            　

 （
2
0
1
9
年
6
月
15
日
）
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